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私達の桜井市は大和平野の東南部に位置し、市域の約２割を占める平野部

の中央には山地より流れ出る粟原川、寺川、初瀬川、巻向川等の清流を集め

た大和川がほぼ東西に横断し、この大和川を挟んで南は茶臼山古墳をはじめ

としてメスリ山古墳、安倍寺、上之宮遺跡、坪井・大福遺跡、北では芝遺跡、

箸墓古墳、纒向遺跡など全国的にも貴重な文化遺産が数多く知られています。

桜井市ではこれらの遺跡を保護し、啓発するための事業の一つとして市内

遺跡の調査・保存に力をいれておりますが、ここに報告させて頂くのは昭和

54～62年度に桜井市教育委員会が国・県よりの補助を受けて実施した纒向遺

跡メクリ地区の調査報告であります。

現地調査にあたりまして指導・助言を頂いた多くの関係機関の方々、地主

及び地元協力者の方々、厳寒・酷暑のなか作業に従事して頂いた作業員・学

生諸君、遺物の整理・報告書の作成に協力頂いた整理員の方々に深く御礼申

し上げます。

この多くの皆様の御協力のもとに成った本書が文化財の普及・啓発の一助

となり、また研究者の方々の資する所となれば当委員会としても望外の喜び

であります｡

平成21年３月30日

桜井市教育委員会

教育長 雀　部　克　英





例　　　　言

１．本書は昭和54～62年度にかけて桜井市教育委員会が実施した桜井市大字辻・太田所在の旧纒向小

学校用地の遺跡範囲確認調査報告である。調査は６次と長期にわたって行なわれ、出土遺物も膨

大な量にのぼることから遺物整理の関係上、報告書の作成は遺構の種別ごとに行なうこととし、

今回は墳墓編として古墳時代前期の墓を中心に報告を作成している。

２．本報告書の作成にあたっては平成19・20年度の国・県による補助事業の採択を受けており、桜井

市立埋蔵文化財センターにおいて調査資料の再整理と報告書の作成を行ったものである。

３．記録による調査期間・体制は以下のとおりである。纒向遺跡の調査の中でも比較的初期の調査で

あり、記録を完全に確認できなかった部分もある。遺漏もあると思われるが御容赦願いたい。

なお、所属はいずれも調査当時のものである。

【昭和54年度　纒向遺跡第23次調査（旧小学校第１次）】

調査機関：桜井市教育委員会　教育長 西村司、教育次長 梅咲善之助、社会教育課長 吉川益弘、

社会教育係長 渡辺実恵、社会教育係技師 萩原儀征、主事 森口治　　

調査担当：桜井市教育委員会社会教育課社会教育係技師 萩原儀征

奈良県立橿原考古学研究所技師 寺沢薫（県より派遣）

調査期間：昭和54年７月20日～昭和54年９月13日

調査補助員：八尾博之（大阪市立大学）、山田隆一（関西大学）、仲川道興（皇學館

大学）、小住昌子（同志社大学）、長尾まゆ子・藤田至希子・中村憲代（奈良大学）、

平井潤子・高倉薫（奈良文化女子短期大学）、畠中剛・杉本源造（花園大学）、安田

昭・石橋源一郎・吉田真祐美・西口圭介（立命館大学）

調査作業員：沢徳造、北村寅彦、北西藤一郎、堀井甚五郎、藤本ミサオ、嶋岡道子

【昭和55年度　纒向遺跡第27次調査（旧小学校第２次）】

調査機関：桜井市教育委員会　教育長 西村司、教育次長 嶋岡一郎、社会教育課長 渡辺実恵、

文化財係係長 萩原儀征、主事 新屋敷啓順

調査担当：桜井市教育委員会社会教育課文化財係 萩原儀征

調査期間：昭和55年７月21日～昭和56年３月31日

調査補助員：小住昌子（同志社大学）、中村憲代（奈良大学）、安田昭・山田清朝（立命館大学）、

中山靖雄（大阪体育大学）、羽田佳代（神戸商科大学）、長峯浩子（神戸大学）

調査作業員：北西藤一郎、堀井甚五郎、藤本ミサオ、嶋岡道子、植田光雄、植西キヨ、

中森義雄、堀内カズエ

【昭和56年度　纒向遺跡第31次調査（旧小学校第３次）】

調査機関：桜井市教育委員会　教育長 西村司、教育次長 嶋岡一郎、社会教育課長 石本喜代次、

文化財係係長 萩原儀征、主事 新屋敷啓順、臨時職員 村社仁史、

調査担当：桜井市教育委員会社会教育課文化財係 萩原儀征・村社仁史

調査期間：昭和57年１月25日～昭和57年３月31日



調査補助員：山田清朝・桜庭裕和・伊庭功（立命館大学）、狩田恭弘（桃山学院大学）、

仲野和正（近畿大学付属高校）

調査作業員：堀井甚五郎、藤本ミサオ、嶋岡道子、植田光雄、植西キヨ、中森義雄、北西利子、

辻綾子、辻和子、堀内和江、堀内安子

【昭和57年度　纒向遺跡第33次調査（旧小学校第４次）】

調査機関：桜井市教育委員会　教育長 西村司、教育次長 嶋岡一郎、社会教育課長 石本喜代次、

文化財係係長 萩原儀征、主事 新屋敷啓順、臨時職員 村社仁史

調査担当：桜井市教育委員会社会教育課文化財係 萩原儀征・村社仁史

調査期間：昭和57年６月29日～昭和57年７月20日

【昭和61年度　纒向遺跡第47次調査（旧小学校第５次）】

調査機関：桜井市教育委員会　教育長 外嶋尚春、教育次長 坂本昌弘、社会教育課長 内藤新治、

文化財係係長 萩原儀征、主任 松田有司、技師 清水眞一

調査担当：桜井市教育委員会社会教育課文化財係 萩原儀征

調査期間：昭和61年５月７日～昭和61年12月25日

調査補助員：木場幸弘、迫（龍谷大学）、油良昭男（大阪工業大学）、中村麻里子、

福島有美（平安女学院短期大学）

【昭和61～62年度　纒向遺跡第48次調査（旧小学校第６次）】

調査機関：桜井市教育委員会　教育長 外嶋尚春、教育次長 坂本昌弘、社会教育課長 小山剛 、

文化財係係長 萩原儀征、主任 清水眞一、主事 森田悦弘、

調査担当：桜井市教育委員会社会教育課文化財係 萩原儀征

調査期間：昭和61年10月～昭和62年６月１日

調査補助員：木場幸弘、福島有美（平安女学院短期大学）、油良昭男・中西（大阪工業大学）、

中村麻里子、青木久子

４．調査協力者：報告書作成を通じて以下の方々に御指導、御協力を頂いた。記して感謝いたします。

（所属は現在の所属。敬称略）

石野博信（香芝市二上山博物館）、寺沢薫・関川尚功・西藤清秀（奈良県立橿原考古学研究所）、

禰宜田佳男（文化庁記念物課）、木場幸弘（高取町教育委員会）、苅谷俊介（［株］土舞台）、奥田

尚（奈良県立橿原考古学研究所共同研究員）、金原正明（奈良教育大学）

５．整理作業及び報告書の作成：調査資料の整理と報告書の作成は以下の体制で行ない、桜井市教育

委員会文化財課 橋本輝彦と橋爪朝子がこれを担当した。

【平成19年度】

桜井市教育委員会　教育長 石井和典、事務局長 森北好則、事務局次長 瀬川憲嗣、

文化財課長 森幹雄、主幹 北浦良郎、主任 橋本輝彦・松宮昌樹、技師 福辻淳・

丹羽恵二、臨時職員 木場佳子・橋爪朝子・岩城圭吾、日々雇用職員 堤野真依・

西岡恵美



【平成20年度】

桜井市教育委員会　教育長 雀部克英、事務局長 瀬川憲嗣、事務局次長 松田清吾、

文化財課長 竹田勝彦、主幹 北浦良郎、主任 橋本輝彦・松宮昌樹・福辻淳、

技師 丹羽恵二、臨時職員 木場佳子・橋爪朝子・福家恭、日々雇用職員 西岡恵美

６．整理作業員：今回の遺物・資料整理にあたった整理員は以下の通りである。

大西里佳、北平太恵子、西田千秋、井ノ本奈津子、北畑陽子、嶌田真弓、

松田澄枝

７．本書所収の写真のうち遺構写真は各担当者が撮影を行い、遺物写真は橋本が撮影を行なった。

８．本書で使用した方位のうち、５・６次調査は日本測地系による数値を示し、レベル高は海抜高を

示す。他の１～４次調査については任意の地区設定によるものである。

９．執筆者：本書の執筆は調査記録をもとに担当者に確認、聞き取り作業を行いつつ橋本がこれを担

当した。

10．編集者：本書の編集は橋本と橋爪が協議してこれを担当した。

11．出土遺物をはじめ調査記録一切は桜井市教育委員会の管理のもと、桜井市立埋蔵文化財センター

において保管している。活用されたい。

─7─
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図版１　纒向遺跡メクリ地区

纒向遺跡全景（北西より）

調査地と周辺の様子

（第31次調査時撮影）

図版２　纒向遺跡メクリ地区

第23次調査 調査区全景（東から）

第23次調査 調査区全景（南東から）

図版３　纒向遺跡メクリ地区

第27次調査 調査区全景（南東から）

第27次調査 調査区全景（西から）

図版４　纒向遺跡メクリ地区

第31次調査 調査区全景（南から）

第31次調査 第２トレンチ全景

（東から）

図版５　纒向遺跡メクリ地区

第48次調査 調査区全景（南から）

第48次調査 調査区全景（上が南）

図版６　纒向遺跡メクリ地区

第23次調査 第１トレンチ全景

（東から）

第27次調査 第１トレンチ全景

（西から）

図版７　纒向遺跡メクリ地区

第31次調査 第２トレンチ全景

（西から）

第47次調査 調査区全景（西から）

図版８　纒向遺跡メクリ地区

第47次調査 調査区全景（北から）

第48次調査 調査区全景（東から）

図版９　纒向遺跡メクリ地区

土器棺墓１ 土器棺検出状況（北から）

土器棺墓１ 棺蓋取り上げ後の様子

（北から）

図版10 纒向遺跡メクリ地区

土器棺墓１ 完掘状況（北から）

土器棺墓１と周辺の遺構（北から）

図版11 纒向遺跡メクリ地区

土器棺墓２ 土器棺検出状況（東から）

土器棺墓２ 完掘状況（東から）

図版12 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓１ 棺蓋上埋土の様子（北から）

木棺墓１ 棺蓋上土層断面ａ－ａ'

（東から）

図版13 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓１ ｂ－ｂ'西半棺蓋上埋土

堆積状況（南から）

木棺墓１ ｂ－ｂ'東半棺蓋上埋土

堆積状況（南から）

図版14 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓１ 棺蓋検出状況（北から）

木棺墓１ 棺蓋検出状況（東から）

図版15 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓１ 木棺北東隅細部（南西から））

木棺墓１ 木棺南東隅細部（北西から）

図版16 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓１ 棺内埋土除去後の様子

（南から）

木棺墓１ 棺内埋土除去後の様子

（東から）

図版17 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓２ 検出状況（南西から）

木棺墓２ 調査区北壁にかかる

木棺墓断面（南から）

図版18 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓２ 棺内調査の状況（東から）

木棺墓２ ａ－ａ'棺蓋上埋土

堆積状況（南西から）

図版19 纒向遺跡メクリ地区
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木棺墓２ ｂ－ｂ'北側小口板付近

墓壙内断面（南東から）

木棺墓２ 棺蓋検出状況（南東から）

図版20 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓２ 棺蓋検出状況（南西から）

木棺墓２ 棺内埋土除去後の様子

（南西から）

図版21 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓２ 棺内埋土除去後の様子

（南東から）

木棺墓２ 木棺北側小口細部（西から）

図版22 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓２ 木棺南側小口部（北から）

木棺墓２ ｂ－ｂ´北側小口部

断ち割り（東から）

図版23 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓２ ｅ－ｅ'東側板断ち割り

（北から）

木棺墓２ ａ－ａ'西側板断ち割り

（南から）

図版24 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓２ ｂ－ｂ'南側小口部断ち割り

（東から）

木棺墓３ 検出状況（北から）

図版25 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓３ 棺内埋土の調査状況

（北から）

木棺墓３ 墓壙埋土及び棺内埋土の

調査状況（北から）

図版26 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓３ 墓壙埋土及び棺内埋土

堆積状況（西から）

木棺墓３ 墓壙埋土及び棺内埋土

除去後の様子（北から）

図版27 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓４ 墓壙上面土器溜り（北東から）

木棺墓４ 墓壙内土層断面（南西から）

図版28 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓４ 第１層除去後の様子

（南東から）

木棺墓４ 墓壙内土器出土状況

（南東から）

図版29 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓１ 遺物出土状況

（北東から）

方形周溝墓１ 木製品出土状況

（北西から）

図版30 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓１ 土器出土状況（北から）

方形周溝墓１墳丘内 土坑検出状況

（南東から）

図版31 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓１墳丘内 ｆ－ｆ'土坑埋土

（南西から）

方形周溝墓１墳丘内 ｄ－ｄ'、ｅ－ｅ'

土坑埋土（北西から）

図版32 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓１ ｂ－ｂ'周溝内

堆積状況（南西から）

方形周溝墓１ ｃ－ｃ'周溝内

堆積状況（南東から）

図版33 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓１ 完掘状況（北西から）

方形周溝墓１と周辺の遺構（北から）

図版34 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓２・３ 遺物出土状況

（南東から）

方形周溝墓２・３ 遺物出土状況

（北西から）

図版35 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓２ 溝24土器出土状況

（北西から）



方形周溝墓２ 溝24ａ－ａ'周溝内

堆積状況（南から）

図版36 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓２ 断面ｂ－ｂ'溝24と溝28

南溝の切り合い関係（西から）

方形周溝墓２・３ 断面ｅ－ｅ'方形周

溝墓とメクリ１号墳の切り合い関係

（北西から）

図版37 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓３ 溝25遺物出土状況

（東から）

方形周溝墓３ 溝25ｃ－ｃ'周溝内

堆積状況（南西から）

図版38 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓３ 溝25木製品出土状況

（北から）

方形周溝墓３ 溝25木製品出土状況

（西から）

図版39 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓３ 溝25遺物出土状況

（南東から）

方形周溝墓３ 溝25下層遺物出土状況

（南から）

図版40 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓３ 溝29遺物出土状況

（北西から）

方形周溝墓３ 溝29西半下層遺物

出土状況（北から）

図版41 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓３ 溝29ｄ－ｄ'周溝内

堆積状況（西から）

方形周溝墓２・３完掘状況（南西から）

図版42 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部北側周濠西半

検出状況（南から）

メクリ１号墳 後方部北側周濠西半の

様子（南から）

図版43 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部北側周濠東端

遺物出土状況（西から）

メクリ１号墳 後方部北側周濠東端

遺物出土状況（北東から）

図版44 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部北側周濠７Ｊ－21

Ｂ区管玉状木製品出土状況（南から）

メクリ１号墳 後方部北側周濠７Ｊ－21

Ｂ区管玉状木製品出土状況（東から）

図版45 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部北側周濠東半

遺物出土状況（西から）

メクリ１号墳 後方部北側周濠円座

状樹皮製品出土状況

図版46 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部北側周濠完掘

状況（東から）

メクリ１号墳 後方部西側周濠ｂ－ｂ'

堆積状況（北から）

図版47 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部西側周濠Ｏ－15

地区遺物出土状況（北から）

メクリ１号墳 後方部西側周濠Ｏ－15

地区遺物出土状況（西から）

図版48 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部西側周濠Ｏ－15

地区遺物出土状況（北から）

メクリ１号墳 後方部西側周濠Ｏ－15

地区遺物出土状況（北から）

図版49 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部西側周濠Ｏ－15

地区遺物出土状況（北から）

メクリ１号墳 後方部西側周濠Ｏ－15

地区完掘状況（北から）



図版50 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部西側周濠ａ－ａ'

堆積状況（南から）

メクリ１号墳 後方部西側周濠ｃ－ｃ'

堆積状況（北から）

図版51 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部西側からクビレ

部周濠の遺物出土状況（北東から）

メクリ１号墳 後方部西側からクビレ

部周濠の遺物出土状況（北西から）

図版52 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部西側周濠土器

溜り（東から）

メクリ１号墳 後方部西側周濠ｇ－ｇ'

堆積状況（北から）

図版53 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部西側周濠

完掘状況（北から）

メクリ１号墳 後方部東側周濠の様子

（東から）

図版54 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 後方部東側周濠の様子

（北から）

メクリ１号墳 前方部西側周濠ｄ－ｄ'

堆積状況（西から）

図版55 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 前方部西側周濠

完掘状況（南から）

メクリ１号墳 前方部西側周濠

完掘状況（西から）

図版56 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 前方部前面周濠遺物

出土状況（西から）

メクリ１号墳 前方部前面周濠遺物

出土状況（東から）

図版57 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 前方部前面ｅ－ｅ'

遺構切り合い関係（東から）

メクリ１号墳 前方部東側足跡

検出状況（南から）

図版58 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳 完掘状況（南から）

メクリ１号墳より三輪山を仰ぐ

（北西から）

図版59 纒向遺跡メクリ地区

土器棺墓１出土土器　１棺蓋・２棺身

（１／３）

図版60 纒向遺跡メクリ地区

土器棺墓２出土土器（１は１／２，

２は１／４）

図版61 纒向遺跡メクリ地区

木棺墓１出土土器（１／２）

木棺墓４出土土器（１／２）

方形周溝墓１出土土器１（１／２，

１は１／３）

図版62 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓１出土土器２（１／２）

方形周溝墓２出土土器１（１／３，

３・５・６は１／２）

図版63 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓２出土土器２（１／３）

図版64 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓３溝25出土土器１（１／３）

図版65 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓３溝25出土土器２（１／３，

36は１／２）

方形周溝墓３溝29出土土器１（１／３，

38・39は１／２）

図版66 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓３溝29出土土器２（１／３）

図版67 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓３溝29出土土器３（１／３）



図版68 纒向遺跡メクリ地区

方形周溝墓３溝29出土土器４（１／３）

メクリ１号墳出土土器１（１／３）

図版69 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器２（１／３）

図版70 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器３（１／３）

図版71 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器４（１／３）

図版72 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器５（１／３）

図版73 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器６（１／３）

図版74 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器７（１／３）

図版75 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器８（１／３）

図版76 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器９（１／３）

図版77 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器10（１／３）

図版78 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器11（１／３）

図版79 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器12（１／３）

図版80 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器13（１／３）

図版81 纒向遺跡メクリ地区

メクリ１号墳出土土器14（１／３）

木棺墓３出土ガラス小玉（１／１）

22Ｊ区包含層出土鏡形土製品（１／１）

方形周溝墓３溝25出土木鏃（１／１）

メクリ１号墳出土木製品（１／１）

図版82 纒向遺跡メクリ地区

メクリ地区出土石製品（１／３）

１ 方形周溝墓３溝29

１～10 メクリ１号墳
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第１章　はじめに

第１節 調査にいたる経緯と経過

ここに報告する発掘調査は桜井市大字辻・太田地区にまたがる字メクリ所在の旧纒向小学校用地に

おいて桜井市教育委員会が実施した纒向遺跡の範囲確認調査である。

調査地となった纒向小学校跡地から西側に隣接する太田池周辺は太田微高地上に位置するが、周辺

は纒向遺跡の中でも早い段階から遺物の出土が確認されていた地域の一つであり、纒向遺跡の初期の

名称である「太田遺跡」はこの太田の地名から付けられたものである。

さて、旧小学校用地内の調査については学校建設による遺構への影響とその残存状況を確認するた

めに行なわれた試掘調査に端を発するもので、昭和54年７月から昭和62年６月にかけての９年の間に

断続的に６次、面積にして4,695㎡の調査を行うこととなったものである。

これらの調査区の位置については図１に示した通りであるが、個々の調査区には重複があるものも

あり調査位置や遺構の検出状況が煩雑であるため、以下に調査毎の位置や調査成果・期間・面積など

を整理しておくこととする。

【昭和54年度　纒向遺跡第23次調査（旧小学校第１次）】

第23次調査は旧小学校用地内の中央と南部分の２ヶ所、大字辻・太田地区にまたがる地点に東西方

向のトレンチを設定し、遺構の有無確認を行ったものである。この結果、対象地の中央より東部は学

校用地の造成に際して地山面に達する削平を受けていたことが判明しているが、この調査で検出され

た遺構には庄内～布留式期にかけての溝や土坑・柱穴など多くの遺構があり、当初の予想に反して遺

構の残存状況は比較的良好であることが判明している。

なお、調査面積は第１トレンチが幅３ｍ×長さ93ｍの調査区に東端拡張区を加えて都合305㎡、第

２トレンチが幅３ｍ×長さ30ｍの調査区に若干の拡張区を加えた100㎡の調査であり、合わせて405㎡

の調査が実施されている。調査期間は昭和54年７月20日～昭和54年９月13日までのおよそ２ヶ月間で

ある。

【昭和55年度　纒向遺跡第27次調査（旧小学校第２次）】

第27次調査は前年度の調査で検出された遺構の状況を確認するため、大字太田地区において第23次

調査のトレンチを含める形で調査区の拡張を行っている。具体的には第１トレンチとして学校用地南

半で行った前回調査の南トレンチを中心に470㎡の調査を実施し、第２トレンチとしては前回学校用

地中央に設定した北トレンチの東端で検出した落ち込み遺構部分を拡張する形で285㎡の調査区を設

定したもので、両トレンチの合計調査面積から既に第23次調査で調査済みであるトレンチ面積を差し

引いた総調査面積は600㎡となる。この調査によって検出された遺構には庄内～布留式期にかけての

土坑や溝・方形周溝墓・木棺墓・土器棺墓・柱穴などがあり、調査期間は昭和55年７月21日～昭和56

年３月31日までの凡そ８ヶ月間である。

なお、第48次調査の現地説明会資料に記載されている旧小学校用地内のトレンチ配置図
１）

によるとこ
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図１　調査トレンチ配置図（1／10,000）



の第27次調査においては第１トレンチ東側から第２トレンチ南側にかけての空間に比較的規模の大き

いトレンチが設定され、調査が行われた様である。今回の整理作業にあたっては残された日誌や図

面・遺物等の確認作業をおこなったものの、調査に関係する記録は一切確認することができなかった。

調査担当者からの聞き取りによるとこの調査区については遺構の残存状況を確認するためにトレン

チを設定したものの、重機掘削完了時点で後世の学校建築により遺構面が削平され遺構が存在しない

ことが確認できたことから記録の作成を行わずに調査を終了したとのこと。また、そのトレンチの配

置や規模は失念したとのことで、今回のトレンチ配置図作成にあたってはその形状や位置を地図上に

記すことができていない。

【昭和56年度　纒向遺跡第31次調査（旧小学校第３次）】

第31次調査は学校用地北半の遺構の残存状況を確認するための調査区として大字辻・太田地区にま

たがる形で第１トレンチを設定、太田地区において前年度に実施した第27次調査第１トレンチを南西

方向に拡張する形で第２トレンチを設定して調査を実施している。調査面積は第１トレンチが350㎡、

第２トレンチが140㎡の計490㎡で、調査期間は昭和57年１月25日～昭和57年３月31日までの凡そ２ヶ

月間であった。

この調査において検出された遺構には庄内～布留式期にかけての土坑や溝が検出されるとともに前

年度に検出された方形周溝墓が完掘されている。

【昭和57年度　纒向遺跡第33次調査（旧小学校第４次）】

第33次調査は学校用地東端を南北に走る道路の拡幅工事に先立って幅2.5ｍのトレンチを南北方向

に設定し、調査を実施したものである。調査地は対象地内でも地形的に最も高い地点にあたり、本来

はかなりの遺構の密度があったと考えられるが学校用地の造成に際して殆どの遺構が削平を受けたと

みられ、調査区中央から北部分にかけて庄内～布留式期の溝が若干検出されたのみで顕著な遺構は確

認されていない。なお、調査面積は300㎡であり調査期間は昭和57年６月29日～昭和57年７月20日の

約１ヶ月間であった。

【昭和61年度　纒向遺跡第47次調査（旧小学校第５次）】

第47次調査の調査区は学校用地中央から東側にかけて設定されたものである。トレンチは第23次調

査の第１トレンチ東半を取り込みつつ第27次調査地の北側に接する形で設定されたもので、南北40

ｍ×東西40ｍの正方形を呈している。第47次調査区に重複する第23次調査の調査区を差し引いた調査

面積は1,480㎡、検出された遺構には庄内～布留式期にかけての溝・土坑・土器棺墓・木棺墓・方形

周溝墓・前方後方墳などがあった。なお、調査期間は昭和61年５月７日～昭和61年12月25日までの凡

そ８ヶ月間であった。

【昭和61～62年度　纒向遺跡第48次調査（旧小学校第６次）】

第48次調査の調査区は学校用地中央から東側にかけて設定されたものである。トレンチは第23次調

査の第１・２トレンチの西半を取り込みつつ第27・47次調査地の西側に接する形で設定されたもの

で、南北40ｍ×東西38ｍのほぼ正方形を呈している。調査区の北西部では若干の拡張も行われており、
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第48次調査区に重複する第23次調査の調査区を差し引いた調査面積は1,420㎡、検出された遺構には

土坑や溝・柱穴・井戸・木棺墓などがある。なお、調査期間は昭和61年10月～昭和62年６月１日まで

の凡そ８ヶ月間であった。

以上、６次にわたる調査の状況を整理してきたが旧小学校用地11,077.59㎡に対してこれまでに実施

された調査は4,695㎡で、約42％の調査が完了したことになる。これらの調査の成果としては今後の

編年的研究に資する庄内～布留式期にかけての多くの土器資料が得られたこと、多くの柱穴の確認に

よって纒向遺跡では確認例の少ない居住関係の遺構の様子がうかがえること、纒向型祭祀土坑が検出

され多様な祭祀遺物が出土したことから祭祀の内容に関する資料が増加したこと、前方後方墳や方形

周溝墓・木棺墓・土器棺墓の確認により纒向型前方後円墳を頂点とした纒向遺跡内における墳墓の多

様性が確認されたことなどがあげられよう。中でも前方後方墳（メクリ１号墳）は遺跡内では初めて

の確認例であるが、遺跡の中央部周辺において確認されたことの意義は大きい。古墳の所属時期も庄

内式期と他の纒向型前方後円墳に並行し、最古級に位置づけられる時期のものであったことは特筆す

べきことである。

【註記】

１）荻原儀征『纒向遺跡・纒向小学校跡地区第六次発掘調査資料』1987
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第２節 報告書作成の経緯と経過

前項でも述べたように旧小学校用地内の調査は総調査面積が4,695㎡と過去に行われた纒向遺跡の

調査のなかでも１ヶ所で行われた調査としては最大の規模を持つものである。

これら一連の調査では豊富な出土遺物の内容とともに前方後方墳であるメクリ１号墳、方形周溝

墓・木棺墓・土器棺墓などの多様な墓制が確認されたほか、祭祀土坑や掘立柱建物など多くの遺構が

検出されており、遺構の在り方が面的に理解できる数少ない調査事例として重要な位置を占めるもの

である。

しかしながら、これらの調査で出土した遺構・遺物の総量は膨大なものであり調査当時の遺物整理

能力の限界もあって調査成果に関する報告についてはごく短編の概要報告が３編と現地説明会資料が

２部作成されたのみ
１）

で調査の情報は殆ど公表されていない状況にあったが、近年継続的に実施されて

いる史跡指定を目的とした纒向古墳群における学術調査の進捗とともに旧小学校用地内の遺構群の重

要性が再認識されるとともに、調査成果の早期の公表が望まれていた。

このような状況から桜井市教育委員会ではこれらの調査成果の重要性に鑑み、旧小学校用地内の調

査報告書の刊行を目的として平成19・20年度の国庫補助事業の採択を受けて資料の再整理に着手した

次第である。

なお、旧小学校用地内の調査で検出された遺物が遺物ケースにして約1,000箱と膨大な量にのぼり、

整理・報告書作成のための所要期間が長期にわたることが想定されたため、報告書の作成にあたって

は検出された遺構を大きく墳墓・集落関連遺構の２つに分け、遺構の性格ごとに分冊化して報告書を

作成することとした。この中で今年度は重要度が高いと判断され、かつ比較的遺物量の少ない墳墓群

を中心に整理作業を実施し、前方後方墳であるメクリ１号墳、方形周溝墓・木棺墓・土器棺墓の報告

書を作成することとした。

実際の作業は収蔵庫に保管されている遺物ケースの中からこれらの遺構に関連する出土遺物を抽出

するところから作業を開始した。この結果、墳墓関連遺構からの出土品は遺物ケースにして約80箱の

分量があったが、殆どの遺物は調査当時に洗浄が行われたのみでネーミング・接合等の基礎的な整理

さえ全くの手付かずの状態であった。このため、整理作業は以下の手順に基づいて実施することとし

ている。

①すべての破片にネーミングを実施する。

②仮接合を実施。

③すべての破片を点検するとともに仮接合したものの中から残存率の高いもの・特殊な個体・小片

でも遺構の時期の決め手となる個体を抽出。

④抽出した土器を同一遺構内出土の全ての土器片と接合関係を再確認し、エポキシパテを併用しな

がら復元を実施。

④復元作業の完了後に後補部分にアクリル絵具にて着色を実施。

⑤実測作業を実施。
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この結果、本報告にあてた遺物量は遺物ケースにして30箱にのぼることとなった。整理作業は平成

20年１月から整理作業員３名をあてて収蔵庫にて墳墓関係の遺物の抽出と基礎的な整理を行い、３月

よりネーミングに着手、４月からは整理作業員２名が専従してネーミングを続行し（写真１）、６月

末には整理作業員１名を増員。８月からは復元作業に取り掛かり（写真２）、９月末までには概ね復

元作業を完了。10月からは遺物の実測を開始し、12月末までにおおむねの作業を完了している（写真

３）。

この間、橋本・橋爪の両者は遺構図の浄書・遺物写真の撮影・原稿の執筆作業などを進め（写真４）、

１月初めには印刷所へ入稿を行った。

なお、今回の再整理・報告書の作成にあたっては調査担当者である萩原儀征と協議のもと橋本・橋

爪がこれを担当し、整理済の遺物については台帳登録を行い、図面・写真などの記録類については再

度ファイリングを行い、今後の利用の便を図る事とした。 （橋本）

【註記】

１）旧小学校用地内の調査報告については以下のものがある。

萩原儀征「Ⅱ Ａ調査地」『纒向遺跡－昭和54年度遺跡範囲確認発掘調査概報－』桜井市教育委員会1980

萩原儀征「Ⅲ Ｂ調査地」『纒向遺跡－昭和55年度遺跡範囲確認発掘調査概報－』桜井市教育委員会1981

萩原儀征「その他の調査地区」『纒向遺跡－昭和56年度遺跡範囲確認発掘調査概報－』桜井市教育委員会1982

萩原儀征『纒向遺跡・纒向小学校跡地区第五次発掘調査資料』桜井市教育委員会1986

萩原儀征『纒向遺跡・纒向小学校跡地区第六次発掘調査資料』桜井市教育委員会198
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写真１　ネーミングの様子 写真２　接合・復元作業の様子

写真３　実測作業の様子 写真４　図面浄書の様子
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第２章　位置と環境

第１節　地理的環境

桜井市は奈良盆地の東南部とその背後に続く大和高原・宇陀山地・吉野山地の一部より構成されて

いる（図３）。人口約61,000人、面積98.93㎞2の市域の約80%は山地であり、平地は北西部の20％に過

ぎないが、市域のほぼ中央では春日山断層と初瀬構造谷が交差し、巻向山地塊崖・御破裂山地塊崖が

盆地に面する西北斜面にはいくつもの渓谷が形成されている
　1）

（図４）。

また、平地部にはこれらに源を発する初瀬川や寺川・米川・纒向川・粟原川など多くの河川が流れ、

これらによって形成された扇状地の自然堤防上を主として多くの遺跡が展開している。

調査地の存在する纒向遺跡は市域北西部の標高60～90ｍの扇状地上に位置する。現在考えられてい

る遺跡の規模は東西２km、南北1.5kmであり、遺跡の主要な部分は纒向川と烏田川に挟まれた地域

に集中するものの、遺跡はさらに北へと大きく広がっていくものと考えられている。

さて、纒向遺跡の内部には旧河川によって形成された多くの微高地があるが、主な調査地である辻

地区は太田微高地の中央、標高約74ｍ前後の下位段丘上に立地するものであり
　2）

、周辺での調査事例で

は庄内式期の遺構の集中する地域であることが判明している。 （橋本）

【註記】

1）西宮克彦「地質」『桜井市史下巻』桜井市役所 1979

2）安井隆浩「奈良県纒向遺跡の立地基盤と古地形環境」『東田大塚古墳』（財）桜井市文化財協会 2006

図３　桜井市の位置
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第２節　歴史的環境

（１）桜井市域の遺跡

以下、市域における遺跡の状況について概観していくこととしたい（図５）。

【旧石器時代】

桜井市内の旧石器時代は幾つかの遺跡において遺物の出土が確認されている。阿部中山遺跡の調査

ではナイフ形石器
　1）

が、谷遺跡
　2）

（76）では翼状剥片が、芝遺跡
　3）

（41）ではナイフ形石器が出土してい

るものの、遺構に伴うものは皆無である。

【縄文時代】

縄文時代草創期の遺物は黒崎地区
　4）

と檜原地区
　5）

から採集されている有舌尖頭器が一点ずつあるのみ

で、直接遺跡に伴うものではない。

早期の遺物は初瀬小学校の建替えに際して行われた初瀬遺跡の調査で出土している。小さな破片で

あるが、山形文を施した尖底土器になると考えられ
　6）

、市内では最古の土器である。

前期になると遺跡数は少ないが、三輪遺跡
　7）

（59）や纒向遺跡（12）内の箸中地区所在の箸中遺跡

では北白川下層Ⅱ式から前期終末の大歳山式までの比較的まとまった量の遺物が出土している
8･9）

。

中期の遺構・遺物は少なく、芝遺跡（41）と高家遺跡があるのみである。高家遺跡では船元式系の

縄文と大歳山式類似の刻み目突帯を持ち、大型竹管状円形刺突文を持つものや、船元式系の縄文を持

ち、里木式系の条痕に円形刺突文を持つものに大別されている
　10）

。

後期になると市内でも遺構や遺物の確認例が増加する。東新堂遺跡（61）や、上之庄遺跡（63）・

纒向遺跡（12）・安倍寺遺跡・吉備遺跡（73）・粟殿遺跡（71）などでは溝や流路，土器棺墓などが

検出されており、纒向遺跡では所属時期は判然としないが、後期～晩期のものと考えられる土偶の頭

部が出土している
　11）

。

晩期の遺跡としては纒向遺跡（12）や粟殿遺跡（71）・三輪遺跡（59）・上之庄遺跡（63）・大福

遺跡（66）・芝遺跡（41）・茅原遺跡（46）などで遺物の出土が確認されている。纒向遺跡では滋賀

里３式期の深鉢とともに石棒片などが出土している
　12）

。後期に比べると遺跡数は増加の傾向にあるが、

遺構に伴わないか、伴っても土器棺が数基確認されている程度である。

【弥生時代】

弥生時代の遺跡では前期から後期へと一定の規模を保ちつつ継続して営まれる拠点集落として、大

福遺跡（66）と芝遺跡（41）があるが、この他にも小規模な集落遺跡の確認例は多い。前期の遺物を

出土する遺跡には先述した大福遺跡・芝遺跡のほかに東新堂遺跡（62）や上之庄遺跡（63）・豊前遺

跡（39）・脇本遺跡・大福池遺跡（67）などがあるが、殆どが包含層や土坑などからの出土で遺物量

は少なく、小規模な集落ばかりである。

中期の主要な遺跡には芝遺跡（41）・吉備遺跡（73）・大福遺跡（66）があるが、遺物のみが出

土・採集されている遺跡として三輪遺跡（59）・黒田池遺跡（72）・脇本遺跡などがある。

後期の遺跡には袈裟襷文銅鐸
　13）

や細型銅剣
　14）

などが出土している大福遺跡（66）を中心として、吉備
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遺跡（73）・芝遺跡（41）、小規模ながら纒向遺跡（12）・谷遺跡（76）・横内遺跡（74）・安倍寺

遺跡・能登遺跡・生田遺跡・脇本遺跡などが確認されている。

【古墳時代】

古墳時代前期初頭になると所謂纒向遺跡（12）が出現し、弥生時代の拠点集落であった大福遺跡や

芝遺跡だけでなく、他の小規模集落も殆どが姿を消すようである。庄内０式期から布留０式期の段階

には大福遺跡（66）や東新堂遺跡（62）・城島遺跡（78）・上之宮遺跡などで当該期の遺構や遺物の

出土があるが、集落と呼べるほどの規模があるのか否かもはっきりとしない程度のものである。

纒向遺跡以外の場所で前期の遺構が顕著になるのは布留１式期以降のことであり、纒向遺跡の縮小

に反比例して大福遺跡（66）や上之庄遺跡（63）・安倍寺遺跡・大西遺跡（40）・河西遺跡・忍阪遺

跡などの遺跡が出現している。これらの集落はいずれもごく小規模なものであるが、上之庄遺跡（63）

では布留２式期の滑石や緑色凝灰岩を使った玉造り遺構が検出されている。遺物には原石や砥石など

のほかに緑色凝灰岩製管玉や滑石製勾玉・管玉・車輪石・有孔円盤・臼玉などがあり、滑石製品の玉

造り遺跡としては最古級のものと言えよう
　15）

。前期古墳には纒向石塚古墳（４）・矢塚古墳（２）・勝

山古墳（３）・ホケノ山古墳（７）・東田大塚古墳（１）・南飛塚古墳（５）・メクリ１号墳

（８）・箸墓古墳（６）などで構成される纒向古墳群のほかに、初瀬川より南には桜井茶臼山古墳

（80）・メスリ山古墳・池ノ内古墳群などがある。纒向遺跡に隣接する天理市域には柳本古墳群が展

開し、渋谷向山古墳（16）や行燈山古墳（25）・天神山古墳（29）・櫛山古墳（24）・柳本大塚古墳

（14）などがある。この古墳群には馬口山古墳や石名塚古墳（33）などの３世紀に遡る可能性が指摘

されている古墳も含まれるが、基本的には纒向古墳群に後出する段階のものが殆どである。

中期にはいると泊瀬朝倉宮の候補地とされる脇本遺跡を除くと、忍阪遺跡や大西遺跡（40）・纒向

遺跡（12）・茅原遺跡（46）・河西遺跡などで単発的に遺構や遺物が検出されるばかりで、集落と呼

べるほどのまとまった規模を持つものは極めて少ない。なお、この時期の市域の遺跡群を特徴づける

ものには三輪山の山頂から山麓一帯に広がる磐座祭祀（51・52・53・55）が挙げられよう。この祭祀

は斑糲岩の巨石を対象に土師器や須恵器などのほか、土製や滑石製の玉や形代を供献して行われるも

ので、５世紀から７世紀にかけて盛んに行われていたようであるが、近年の上之庄遺跡における滑石

製玉造り遺跡の発見などによってその開始時期が４世紀中頃まで遡る可能性も指摘されているもので

ある。三輪山祭祀の隆盛とともに、山麓にはこの祭祀を司掌したと考えられる大神氏の一族が居住し

ていたようで、三輪遺跡では神撰田跡と考えられる水田遺構が検出され
��　16）

、茅原遺跡では掘立柱建物や

井戸などが検出されている
�　17）

。古墳では先述した大神氏の奥津城と考えられている全長約80ｍの帆立貝

形前方後円墳、茅原大墓古墳（44）・ツヅロ塚古墳が築かれ、後期まで連続して築かれている。この

他、古式の家形石棺を持つ全長約40ｍの前方後円墳である兜塚古墳、銀製中空勾玉や金環の出土して

いる慈恩寺１号墳
　18）

（82）、石見型や盾形・靫形などの木製埴輪が出土した全長34.7ｍの帆立貝形前方

後円墳・小立古墳
　19）

、窮窿式石室を持つと考えられる桜井児童公園２号墳などがあるほか
　20）

、鳥見山山

麓古墳群（81）では径10ｍ～20ｍ程度の円墳や方墳が確認されているが、規模・質ともに前期段階の
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図５　纒向遺跡メクリ地区と周辺の遺跡（1／25,000）
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所謂王墓クラスのものとはかけ離れたものとなっている。

後期になっても三輪山祭祀と結びついた磐座祭祀や古墳・集落遺跡などの大神氏関連遺跡の痕跡が

多い。集落では茅原遺跡（46）が中期に引き続いて居住地として選ばれ、掘立柱建物や井戸などが確

認されているし
　21）

、大神神社摂社若宮社（57）の発掘調査では６世紀前半期の居館遺構が検出され、大

神氏の居館ではないかと考えられている
　22）

。また、中期に築造された茅原大墓古墳・ツヅロ塚に続く大

神氏の奥津城も毘沙門塚古墳（43）・馬塚古墳・狐塚古墳（45）などがあり、築造の順序も茅原大墓

古墳の五世紀前半以来、ツヅロ塚古墳の五世紀後半、毘沙門塚古墳の六世紀前半、馬塚古墳の六世紀

後半、狐塚古墳の六世紀末から七世紀初頭と連綿と築かれていることが解る。墳形・内部構造などか

ら見ると、茅原大墓古墳の築造を契機としてツヅロ塚古墳・毘沙門塚古墳と三基の前方後円墳が続い

た後、弁天社古墳・馬塚古墳、そして茅原狐塚古墳と家形石棺をもつ三基の横穴式石室が続いてい

る
　23）

。市内の他の遺跡に目を向けてみると鍛冶や玉造関連遺構が数多く確認されている谷遺跡
　24）

（76）

や河西遺跡・安倍寺遺跡・上之宮遺跡・纒向遺跡（12）・脇本遺跡などの規模の小さなものが数多く

散在していたようである。古墳については先述した三輪山山麓の古墳群以外に纒向遺跡内では径10ｍ

～20ｍ前後の小規模な古墳が数多く存在していたようで、現在確認されている約20基の古墳以外にも

集落内部の調査で埋没古墳が５基確認されており
　25）

、さらにその数は増えるものと考えられる。また、

市域の南部には高家古墳群や桜井児童公園の古墳群・鳥見山古墳群（81）・外鎌山北麓古墳群

（82）・高田古墳群など数多くの群集墳が丘陵上に築かれる他、赤坂天王山古墳や越塚古墳・ムネサ

カ１・２号墳・谷首古墳・艸墓古墳・文殊院東古墳・文殊院西古墳の後・終末期古墳や、磚槨墳とし

ては花山塚東古墳・花山塚西古墳・忍坂８・９号墳（82）・舞谷１～５号墳など、特色ある多くの古

墳が築かれている。

１．東田大塚古墳

２．矢塚古墳

３．勝山古墳

４．纒向石塚古墳

５．南飛塚古墳

６．箸墓古墳

７．ホケノ山古墳

８．メクリ１号墳

９．イヅカ古墳

10．ビハクビ古墳

11．珠城山古墳群

12．纒向遺跡

13．遺物散布地（弥生～古墳）

14．柳本大塚古墳

15．上の山古墳

16．渋谷向山古墳

17．立石古墳

18．立子古墳

19．シウロウ古墳

20．ヲカタ塚古墳

21．龍王山古墳群

★纒向遺跡メクリ地区

22．遺物散布地（古墳後）

23．遺物散布地（弥生後～古墳前）

24．櫛山古墳

25．行燈山古墳

26．山田遺跡

27．アンド山古墳

28．南アンド山古墳

29．天神山古墳

30．柳本城跡

31．遺物散布地（古墳後～平安）

32．ノベラ古墳

33．石名塚古墳

34．柳本遺跡

35．遺物散布地（古墳）

36．檜垣遺跡

37．遺物散布地（弥生）

38．遺物散布地（古墳～平安）

39．豊前遺跡

40．大西遺跡

41．芝遺跡

42．芝村陣屋跡

43．毘沙門塚古墳

44．茅原大墓古墳

45．狐塚古墳

46．茅原遺跡

47．箕倉山遺跡

48．箕倉山城跡

49．車谷遺跡

50．穴師山城塞跡

51．奥津磐座

52．中津磐座

53．辺津磐座

54．桧原遺跡

55．禁足地裏磐座群

56．馬場遺跡

57．大神寺跡

58．新屋敷遺跡

59．三輪遺跡

60．大藤原京跡

61．上之庄遺跡

62．東新堂遺跡

63．上之庄遺跡

64．三輪松之本遺跡

65．遺物散布地（古墳後～平安）

66．大福遺跡

67．大福地遺跡

68．戒重城跡

69．遺物散布地（古墳中～鎌倉）

70．遺物散布地（古墳後～平安）

71．粟殿遺跡

72．黒田池遺跡

73．吉備遺跡

74．横内遺跡

75．戒重遺跡

76．谷遺跡

77．谷城跡

78．城島遺跡

79．遺物散布地

80．茶臼山古墳

81．鳥見山古墳群

82．外鎌山北麓古墳群

83．慈恩寺跡

84．上ッ道



─14─

【飛鳥時代】

この時代の主要な遺跡には上之宮遺跡や城島遺跡（78）・脇本遺跡・能登遺跡・阿部中山遺跡など

の居館遺構あるいは公的な施設と考えられている遺跡群と、谷遺跡（76）・芝遺跡（41）・安倍寺遺

跡などの一般的な集落、天皇家や豪族によって建立された山田寺・安倍寺・吉備池廃寺などの寺院跡

が挙げられよう。この内、居館遺構については上之宮遺跡では６世紀後半から７世紀はじめにかけて

の園池遺構や四面庇を持った大型掘立柱建物などが検出されており、聖徳太子の［上宮］の有力な候

補地と考えられているし
　26）

、城島遺跡の居館遺構はその所属時期から万葉集にみられる大伴氏の鳥見の

田処との関連が考えられ、大伴氏ゆかりの居館遺構と想定されている
　27）

。また、能登遺跡の遺構は用明

紀に見られる迹見赤梼の居館との説があるし
　28）

、脇本遺跡や阿部中山遺跡は有力層の居館、あるいは離

宮的な性格が想定されている
　29）

。この時期には調査で検出されている遺構のほかにも欽明天皇磯城嶋金

刺宮や迹見驛家・阿斗河辺館・阿斗桑市館等々文献にあらわれる宮跡や居館・公的な施設は数多く、

今後の調査が期待される。寺院についても我国最初の官立寺院である百済大寺とされる吉備池廃寺や、

阿倍氏の氏寺である安倍寺、蘇我倉山田石川麻呂によって建立された山田寺など著名な遺跡が多い。

【藤原京時代】

藤原京時代の桜井は上之庄遺跡（63）における東の京極道路である東十坊大路の確認により、市域

の多くが大藤原京域に含まれることが判明している
　30）

。京域内では西之宮地区や大福地区・吉備地区な

どにおける調査では広い範囲で条坊道路や掘立柱建物群・井戸など遺構の確認が顕著である。また、

横大路（85）や上ツ道（84）・山田道などの幹線道路が整備されるのもこの段階であろう。なお、京

域より外の地域にあたる谷遺跡（76）・箕倉山遺跡（47）・忍阪遺跡・三輪遺跡（59）などにおいて

も掘立柱建物や井戸などの集落遺構が確認されており、京域外にも小規模な居住地が広がっていたこ

とが解っている。

【奈良・平安時代】

市域における奈良時代の遺構の確認例は、先述した大神神社摂社若宮社（57）の調査で検出されて

いる大神寺関連の建物遺構程度で非常に少ないが、引き続き安倍寺が存続し
　31）

、青木廃寺の創建が確

認されている。青木廃寺の過去に採集された出土瓦の中には「延喜六年造檀越高階茂生」と陽刻を持

つ軒平瓦や「大工和仁部貞行」と陰刻をもつ平安時代の軒丸瓦なども含まれており、長らく平安時代

の創建とされていたものの、出土瓦の詳細な研究により奈良時代の初めに創建されたものであり、長

屋王が父高市皇子の冥福を祈って建立した寺院であるとの説が出されている
　32）

。このほか、殆どが未調

査ながら高田廃寺や粟原寺・慈恩寺（83）などの寺院跡でも奈良時代の瓦や礎石などの出土が確認さ

れており、集落遺構の貧弱さに対して寺院の多さが目に付く。また、笠や忍坂・谷・下などの山部で

は火葬墓やこれに伴う骨蔵器・鉄板・刀なども出土しており、平野部を見下ろす東・南の山地にこの

時期の奥津城があったようで、今後類例の増加が予想される。

平安時代の遺構が検出されているのには纒向遺跡（12）と東新堂遺跡（62）がある。いずれの遺跡

も掘立柱建物や井戸・土坑などがあり遺構の密度は顕著であるが、他の遺跡では芝遺跡（41）や脇本
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遺跡・三輪遺跡（59）などで土器片が僅かに出土しているのみである。

【鎌倉時代】

この時期になると市域の殆どすべての地域から遺構や遺物の出土がある。市域に現存する集落の多

くはこの頃に形成された環濠集落をもとに発展してきたもので、現在でも当時の環濠をとどめている

ものは少なくない。調査で確認される遺構には先述した環濠の他、掘立柱建物や土坑・井戸・溝・墓

などがあり、およそ当時の集落の在り方を知ることができる。このほか、鎌倉から南北朝期にかけて

の桜井を特徴づけるものには市内各地に築かれた多くの城館や砦を挙げることができよう。これら城

館や砦の機能していた14世紀前半の桜井は南北朝期の南朝と北朝の勢力圏の境界にあたっており、北

より進撃してくる北軍に対し、『太平記』に有名な三輪西阿（大神主 高宮勝房と同一人物か）を中心

としてその一族や周辺の多くの国人が南朝に応じ、延元二年（1337）から興国二年（1341）にかけて

市内各地で激戦が繰り広げられていた様子が多くの資料から伺える
　33）

。これらの文献に残る城郭や砦に

は西阿の本丸となった三輪（59）・戒重城（68）の他に河合・安房・鵄・赤尾・外鎌・石原田などの

支城の名が散見されるが、過去の発掘調査では吉備大臣薮遺跡や
　34）

、大神神社北方で確認された空湟

や切岸
　35）

、箸中地区慶運寺裏の丘陵上に於いて検出された空湟と見られるＶ字溝など
　36）

、文献には登場

しない小さな遺構の確認も相次いでおり、今後の調査によってさらなる類例の増加が見込まれる。

（橋本）

【註記】

１）清水眞一『阿部丘陵遺跡群』桜井市教育委員会 1989

２）清水眞一『桜井市埋蔵文化財1992年度発掘調査報告書２』（財）桜井市文化財協会 1994

３）清水眞一『桜井市埋蔵文化財1991年度発掘調査報告書３』（財）桜井市文化財協会 1992

４）前園実知雄ほか『桜井市外鎌山北麓古墳群』奈良県立橿原考古学研究所編 1978

５）関川尚功・佐藤良二「奈良県三輪山山麓採集の有舌尖頭器」『旧石器考古学32』旧石器談話会 1986

６）清水眞一『桜井市埋蔵文化財1996年度発掘調査報告書１』（財）桜井市文化財協会 1997

７）樋口清之「三輪遺跡とその遺物の研究」『大和考古学』４・５ 1932・1934
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15）橋本輝彦「上之庄遺跡第４次発掘調査現地説明会資料」（財）桜井市文化財協会 1996

16）清水眞一『芝遺跡大三輪中学校改築にともなう発掘調査報告書』桜井市教育委員会 1987

17）萩原儀征『茅原丸田地区発掘調査概要』桜井市教育委員会 1990

18）前園実知雄ほか『桜井市外鎌山北麓古墳群』奈良県立橿原考古学研究所編 1978
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21）萩原儀征『茅原丸田地区発掘調査概要』桜井市教育委員会 1990

22）前園実知雄「第三節 地下発掘調査」『重要文化財大神神社摂社大直禰子神社社殿修理工事報告書』奈良県教育委員会 1989
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23）橋本輝彦「近年の調査成果から見た三輪山祭祀・三輪氏について」『大美和91号』大神神社 1996

24）清水眞一『桜井市埋蔵文化財1992年度発掘調査報告書２』（財）桜井市文化財協会 1994

25）橋本輝彦『桜井市平成６年度国庫補助事業による発掘調査報告書２』桜井市教育委員会 1995

26）清水眞一『阿部丘陵遺跡群』桜井市教育委員会 1989

27）清水眞一『城島遺跡田中地区発掘調査報告書』（財）桜井市文化財協会 1992

28）清水眞一『桜井市埋蔵文化財1996年度発掘調査報告書１』（財）桜井市文化財協会 1997

29）清水眞一『磯城・磐余の時代―大和の古代邸宅―展』桜井市立埋蔵文化財センター 1991

30）橋本輝彦「上之庄遺跡第４次発掘調査現地説明会資料」（財）桜井市文化財協会 1996

31）田中英夫ほか『安倍寺跡環境整備事業報告－発掘調査報告書－』桜井市 1970

32）大脇潔「忘れられた寺―青木廃寺と高市皇子―」『翔古論聚－久保哲三先生追悼論文集』1993

33）松山宏「中世」『桜井市史上巻』桜井市役所 1979

34）橋本輝彦「吉備大臣薮遺第２次調査報告」『桜井市平成10年度国庫補助による発掘調査報告書』桜井市教育委員会 1999
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写真５　昭和54年撮影の纒向遺跡北半の様子（上が北）
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写真６　昭和54年撮影の纒向遺跡南半の様子（上が北）
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第３章 発掘調査報告

第１節 調査の方法と層序

（１）調査の方法と層序

調査トレンチの配置は第１章で細述したので割愛するが、概ね対象地の南から西側部分に集中して

調査を行っている。調査地における埋土の状況は学校用地造成工事の深度にばらつきがあり、その残

存度が地点によって異なっている。従って現表土直下で地山面が検出される部分も多かったが、造成

深度の浅い所では本来の埋土の状況が確認できた部分もあった（図51・図版46－下）。

ここで確認された土層堆積のうち調査地の多くにわたって存在したと考えられる基本土層には次の

ものがある。

第Ⅰ層　現表土（小学校造成時の整地土）、

第Ⅱ層　暗灰褐色土（旧耕作土）、

第Ⅲ層　黄灰褐色土（床土）、

第Ⅳ層　灰褐色土（中世土）、

第Ⅴ層　暗茶褐色粘質土・暗茶褐色砂質土（包含層１）、

第Ⅵ層　暗茶褐色粘質土（砂粒と土器片を多量に含む包含層２）。

実際の調査にあたってはバックホーによって包含層上面までの埋土を除去し、以下を人力によって

掘削を行い遺構の検出に努めた結果、後述する多くの遺構を確認することができた。

（２）調査区の地区設定について

旧小学校用地の調査の地区設定は第23・27・31・33次（１～４次）調査と第47・48（５・６）次調

査では設定が異なっている。第23・27・31・33次調査は学校用地西北の隅を基点としてクリノメータ

ーを用いて南北・東西軸を設定して割付が行われている（図６－青）。この区画は南北軸をアラビア

数字で、東西軸はアルファベットで表記し、基準杭は方４ｍを１区画としてメッシュ杭が打設されて

いる。

また、区画名は西北隅で交わる地点の杭の番号をもって呼称しており、対象地の西北隅にあたる部

分の区画名称は１Ａ地区となる。なお、この調査においては後の調査に備えて東西軸にあたるＯライ

ンと南北軸にあたる20ラインの端部に基準杭を設置したとの記録があるが、現時点では杭の存在は確

認できていない。

第47・48次調査は初めて日本測地系の国土座標に基づく基準点測量が実施され、座標軸に則って調

査区の割付が行われている。それまでの調査とは異なり、ここでは南北軸をアルファベットで、東西

軸をアラビア数字で表記し、前回と同様に方４ｍを１区画としてメッシュ杭が打設されている。

このうち旧小学校用地のほぼ中央を貫くＶラインの南北軸線は座標値がＹ=-14,400.000、１ライン

の東西軸線は座標値がＸ=-161,840.000の座標軸に合わせて設定されており、この２本の軸線の交差に

よって分割される４つの地区のうち北西部は７Ｈ区、北東部は７Ｊ区
※

、南西部は８Ｈ区、南東部は８
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Ｊ区と、昭和51年刊行の報告書『纒向』において遺跡全域に設定された地区割に準じて地区名称が与

えられている（図６－赤）。

なお、今回の報告書作成にあたりトレンチ配置図などは第23・27・31・33次調査と第47・48次の調

査の図面の合成を行っているが、これは第47次調査において第23次調査で設置された任意の杭である

Ｏ－12杭などの杭位置が判明していることから、これを利用して個々のトレンチの位置関係を特定し

たものである。個々の遺構図に記載した座標値については第23・27・31・33次調査分が任意で設定さ

れたメッシュ杭の番号を基準として表記し、第47・48次調査分は日本測地系の国土座標の数値を表記

することとしている。

※地区割の名称のうち、Ｉ区は他の記号・数字などと混同する可能性があるため纒向遺跡全域に設定
された地割名称からは除外されている。
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第２節 検出された遺構

今回の調査で確認された古墳時代前期に属する墳墓群には前方後方墳１基と方形周溝墓３基・木棺

墓４基・土器棺墓２基がある。遺構の分布は旧小学校用地のほぼ中央に前方後方墳であるメクリ１号

墳が位置し、これの西に隣接して方形周溝墓２・３が切り合って存在している。方形周溝墓１と土器

棺墓１はメクリ１号墳の南14ｍ、対象地の中央部南端に位置している。また、方形周溝墓１と２・３

の中間に木棺墓１・２が、距離は少し離れるが方形周溝墓２・３の西側19ｍには木棺墓３が、メクリ

１号墳の西45ｍには木棺墓４と土器棺墓２がある。（図７）

（１）土器棺墓

１．土器棺墓１（図８,９・図版９,10,59）

第27次調査第１トレンチのほぼ中央にあたる８Ｊ－Ｖ16区、方形周溝墓１の北コーナー部より北１

ｍの地点で検出されたものである。土器棺は径40㎝、深さ45㎝のほぼ円形の土壙に納められたもので、

断面の観察からは墓壙掘削後に暗灰青色砂質土を厚さ３㎝にわたって敷き詰め、底面を整えた後に口

をやや北東に傾斜した状態で納められた様子が窺える。なお、蓋は別個体の壺の胴部を打ち欠いたも

のが使用されていた。

墓壙の埋め戻しにあたっては黒色の粘質土・暗灰色粘土と淡灰色粘質土（地山）の混在土・白黄淡

灰褐色粘質土で行われており、棺が据えられると同時に一気に埋め戻されたようである。

棺内埋土は２層が確認でき（図８）、

棺内底には下部に細砂を多く含んだ黒

色粘質土混じりの暗灰色粗砂質土が、

その上部には黒色粘質土が堆積してい

たが、棺内上半は空洞のままであった。

棺身となる土器はやや尖り気味の底部

を持った壺だが（図９－２・図版59－２）、

頸部から上が打ち欠かれているため本来

の型式などは判然としない。残存高は25.2

㎝、胴部最大径27.3㎝を測り、外面にはナ

ナメ方向のスリナデＩAaが、内面にはケ

ズリＡが顕著な個体である。

棺蓋に使われていた土器はやや下膨

れの体部を持つ壺だが、頸部から上と

胴部下半から底部にかけて人為的に打

ち欠かれ失われており、本来の型式は

不明と言わざるを得ない。

この個体は胴部の約1／2が残存する
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図８　土器棺墓１　平・断面図（1／10）



のみだが外面にはタテ方向のスリナデＩAaが施されており、体部下半には押捺Ａが顕著であった。

なお、内面の調整にはヨコ及びナナメ方向のケズリＢが顕著で、器壁の平滑化がはかられている。

本遺構の埋葬時期は棺および蓋材に使われた土器から類推するしかないが、いずれの個体も時期を

考える上での決め手となる部分が打ち欠かれているため細かな時期を比定するのは困難である。土器

そのもののプロポーションや調整技法などからは概ね庄内式期の新相から布留式期の古相に位置付け

られるのではないかと考えられる。
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２．土器棺墓２（図10,11・図版11,60）

第48次調査において旧小学校用地の西端、７Ｈ－22Ｊ区で検出された埋葬遺構で木棺墓４に隣接し

て確認されたものである。

この遺構は本来包含層上面から切り込んで構築されたものと考えられるが包含層上面で墓壙の輪郭

を検出することができずに地山面で墓壙を確認したため、土器棺が墓壙検出面より上部まで残存した

状態で検出されることとなったものである（図10）。

検出時の墓壙輪郭は長径92㎝、短径71㎝のやや楕円形を呈しており、墓壙の深さは12㎝であった。

棺身とされていた壺は胴部の最大径が復元で48.0㎝と非常に大きなもので、出土状況からは口部分の

レベルを若干高めにして横倒しの状態で埋葬されていた様子が判明しているが、後世の削平により埋

葬時の上部にあたる半身を欠失してしまっている。今回出土した部位は底部から頸部までがあり、本

来は口縁部のみを打ち欠いて棺にしたものと考えられる。

蓋材については棺身と同様に削平を受けておりその構造を知ることはできないが、埋葬壙内からは

棺身とは別個体となる白灰色

を呈した壺胴部小片が１点出

土しており、本来は壺の胴部

を転用した蓋が被せられてい

たものと推定される。

さて、棺身とされていた壺

についてはあまり突出しない

平底を持つもので、その大き

さや頸部の状況からは大型の

広口壺になるものとみられる

が、やや軟質な焼成のため器

壁の磨滅が著しい。

確認できる調整技法は少な

く、体部外面は本来精緻なミ

ガキＡが施されていたものと

考えられるが、現状ではミガ

キＡの前段階に施されたスリ

ナデＩAaがわずかに認めら

れるのみで、内面では横ある

いは縦方向のケズリＢが確認

できる。

本遺構の埋葬時期について
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は土器棺墓１と同様、棺および蓋材に使われた土器から類推するしかないが、蓋材とみられる個体は

小片であり、所属時期の検討はおろか図化することさえも困難な状況である。

また、棺身に使われた個体についても時期を考える上での手掛りとなる口縁部などが打ち欠かれて

しまっているため時期の比定は困難だが、胴部下半から底部にかけてはやや尖り気味のプロポーショ

ンを持つこと、調査区周辺に普遍的に存在する包含層を切り込んで掘削されたものであることなどを

考え合わせると庄内式でも古い段階のものとは考えられない。ここでは南に隣接する木棺墓４と同様

に庄内式期の新相から布留１式期頃のものと考えておきたい。
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（２）木棺墓

１．木棺墓１（図12～14・図版12～16,61－上）

第27次調査第１トレンチ、８Ｊ－Ｔ14区で検出された主軸をＭＮ－73°－Ｗに持つ木棺墓である。

この木棺墓は先行する幅約1.6ｍ、深さ50㎝の溝遺構の埋没後に埋葬されたもので、全長1.28ｍ、最大

幅69.5㎝、残存する深さ17㎝とやや小型の墓壙に長さ1.1ｍ、幅42～50㎝の組合式の木棺が納められて

いた。

棺内の調査では遺構検出面より16㎝掘り下げた地点で木棺の蓋材とみられる２枚の板材が検出され

ている。これらは棺底板の直上に重なりあうようにして出土しているが（図12・図版14）、底板との

間には埋土が存在しなかったことから、埋葬後比較的早い段階に蓋材が棺内に落ち込んだものと考え

られる。出土した蓋材には長さ1.13ｍ、幅15㎝の板材と最大幅23㎝、残存長58㎝の板材の２枚がある

が、この２枚の合計幅41㎝は棺身幅の42～50㎝とほぼ一致することから、この２枚の板材のみで蓋が

加構され、隙間部分は小さな材などで塞がれていたものと推定される。

棺身の構造は墓壙底に板材を並べて底板とした後に左右の両側板で底板及び小口板を挟んだだけの

簡単なもので（図13・図版15～16）、個々の材の固定には釘などは使用されておらず、土圧によって

のみバランスがとられていたものと考えられる。棺底の板材はいずれもが厚さ２～３㎝前後のもので、

中央に幅約20㎝、長さ約1.1ｍの板材があり、これを挟んで南には残存長78㎝、幅10㎝の長めの板材

と長さ29㎝、幅10㎝の短めの板材の２枚が、北側には残存長79㎝、幅10㎝の長めの板材と長さ53㎝、

幅12㎝の短めの板材の２枚、計５枚の板材が並べられて棺底とされていた。

なお、中央の棺底材の西端近くには用途不明の６㎝×10㎝の長方形の穴が穿たれていた。これにつ

いては長さ1.1ｍ、幅42～50㎝程度の小規模な木棺にもかかわらず小さな板材を複数枚利用して棺底

を築いていることなどとあわせて考えると、この木棺は何らかの構造物からの転用材で構築されてい

る可能性も考えられる。

側板は南北それぞれ厚さ２㎝前後の１枚板で構成されている。北側の側板は長さ1.24ｍのもので一

部に木質の残存は確認できたもののその多くは土壌化が進んでおり、材そのものの情報は明らかでは

ない。南側の側板は現状では長さ1.21㎝を測るものだが、中央から西にかけては外側からの土圧によ

り材がやや内側へと押されて変形していることから本来の長さは数㎝長かったものと考えられる。こ

の材も南側の側板と同様に一部木質の残存は確認できたものの多くは土壌化が進み、材そのものの情

報は明らかではない。

小口板は東西両小口に板材が残存していた。材の厚みは両小口ともに２㎝程度で、東小口は長さ44

㎝、西小口は長さ50㎝と西小口にやや長めの板材が使用されていることから、埋葬頭位は西頭位であ

った可能性が考えられる。

なお、これら棺材の材質については調査当時に嶋倉巳三郎氏に鑑定を受けている。これによると主

要な材のすべてがヒノキとのことである。

さて、本遺構からの出土遺物には棺内東側から出土した２本の加工木がある。先述した棺蓋材より
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も下部、ほぼ棺底直上から出土したもので、いずれもが

長さ36㎝、径２㎝程度の棒材であるが棺材の一部、或い

は副葬品か否かも含めてその用途は不明である。このほ

かには棺内からの遺物の出土は皆無であったが、棺蓋崩

壊後の窪みに堆積したと考えられる①層　黒褐色土から

は古式土師器の出土があった。点数は多くなかったが図

化し得た個体には図14に示した布留形甕の口縁片と小型

器台の２点があり、埋葬施設の下限を示すものである。

本遺構の構築時期は埋葬施設に直接伴う遺物が皆無で

ありこれを特定するのは困難であるが、下層に存在する溝遺構が庄内３式期に埋没したと考えられて

いることや、墓壙上部に堆積した①層からの出土遺物の様相などから庄内３式期から布留式期の古相

段階に位置付けられるものと考えたい。

２．木棺墓２（図15・図版17～24－上）

第27次調査第１トレンチ、８Ｈ－Ｔ12区で検出された主軸をＭＮ－39°－Ｅに持つ木棺墓である。

この木棺墓は全長2.7ｍ、幅約40～50㎝、残存する深さ33㎝の細長い長方形の墓壙に長さ2.54ｍ、幅36

～40㎝の組合式木棺が納められていたもので、墓壙は木棺とほぼ同じ大きさに合わせて掘削されたも

のであった。

棺内の調査では埋土下部上面から棺蓋材が出土している。蓋材は腐植が進み５片に分かれてしまっ

ているが、本来は厚さ２～３㎝の一材であったとみられ、北側小口部にあたる部分は後述する棺身の

形状に合わせて斜めにカットが施されていた（図15・図版19－下～20－上）。

棺身の構造は墓壙底に2.52ｍ、幅40㎝の一枚板を置いて底板とし、両小口板及び東側板はこの上に

据えられていたが、西側板のみが底板の外側に据えられていた。これらの材の固定は木棺墓１と同様

に釘などは使用されておらず、周りからの土圧によってバランスがとられていたものと考えられる。

西側の側板は残存長2.53ｍ、幅20㎝の一枚板であったが、東側は残存長1.84ｍと短い板材に残存長

59.5㎝の板材を継ぎ足して側板としていたものの、さらに板材を継ぎ足して両側板の長さを揃えるこ

とは行っておらず、西側板に対して東側板は約20㎝短いままとされている（図版21－下）。このため

小口板は棺の南側では両側板に直交して挟まれているのに対し、北側では西側板から東側板へと斜め

に挟みこまれており、北小口部分はいびつな形状となってしまっている。

なお、これら棺材の材質についても木棺墓１と同様、調査当時に嶋倉巳三郎氏に鑑定を受けている。

これによると主要な材のすべてがヒノキとのことである。

さて、これらの板材のうち、西側板の上部北端には本来木棺には不要の切込みが加工されているほ

か、先述したように東側板が長さの違う複数の材で構成されていること、東側板のうち南側の材の中

央下部には幅58㎝、高さ５㎝の突起部があることなどから、本埋葬施設の棺材は何らかの構造物から

の転用材が多用されていると考えられる。
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本埋葬施設の構築時期については棺内・棺外ともに遺物の出土が全く無く、これを特定するのは困

難であるが、その構造などからは木棺墓１に近い時期のものと考えている。

３．木棺墓３（図16,17・図版24－下～26,81－中央左）

第48次調査、８Ｈ－２Ｐ区で検出された主軸をＧＮ－68°－Ｗに持つ木棺墓である。この木棺墓は

上部の大半と墓壙の東側が後世の削平により失われているが、全長78㎝以上、幅52㎝、残存する深さ

６㎝の小規模な長方形の墓壙に長さ69㎝、幅29㎝の組合式木棺が納められていたことが判明している。

木棺の内寸は長さ42～45㎝、幅18㎝と非常に小さなもので、棺材はすべてが土壌化していたがその痕

跡は明瞭に残されており、これによって棺の構造を知ることができる。

棺身の構築にあたっては墓壙底に幅29㎝、長さ69㎝以上の板材を設置して棺底とした上に南北両側

板と小口板を載せたもので、北側板は厚さ５㎝前後、長さ56㎝以上の板材が、南側板は厚さ６㎝前後、

長さ60㎝以上の板材が据えられていたようである。

小口板は側板の端部より７㎝程度内側に入った部分に挟みこまれている。西側の小口板は厚さ４㎝

前後、長さ19㎝の板材で、東側の小口板は厚さ３～５㎝前後、長さ20㎝の板材が使用されていた。

これらの材の固定にはやはり釘などは使用されておらず、周りからの土圧によってバランスがとら
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図16 木棺墓３　平・断面図（1／10）
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れていたものと考えられる。

本遺構からの出土遺物には棺内西側棺底より出土したガラス小玉

２点がある（図17・図版81－中央左）。１は高さ５㎜、径6.2㎜の丸

みを持った小玉で、やや暗いがターコイズブルー５Ｂ5.5／8.5の色

調を呈するものであり、２は高さ4.5㎜、径４㎜のやや歪な形状の小

玉で、色調はターコイズブルー５Ｂ5.5／8.5を呈するものであった。

なお、本埋葬施設の構築時期は出土遺物に先述したガラス小玉の

みでありこれを特定するのは困難であるが、その構造などからは他

の木棺墓に近い時期のものと考えている。

４. 木棺墓４（図18～20・図版27,28,61－中,81－中央右）

第47次調査、７Ｈ－23Ｊ区で検出された主軸をＧＮ－40°－Ｗに持つ木棺墓である（図18・図版

27,28）。この墓については調査当初は木棺痕跡が検出されなかったため土壙墓として調査が行われて

いたが、後の断面精査の段階で側板の痕跡が明瞭に確

認できたことから木棺墓として扱うこととなったもの

である。従って調査時には木棺そのものの記録が作成

されておらず、ここではその詳細な構造や規模につい

て報告することができない。

さて、調査で確認された墓壙は全長1.98ｍ、幅60㎝

の長方形の平面プランを持ち、断面の形状は浅いＵ字

形を呈している。残存する墓壙の深さは約20㎝で、唯

一作成された墓壙中央部での断面図には木棺の側板材

が土壌化したとものと判断される④層　暗灰褐色粘質

土と⑤層　暗灰褐色粘質粗砂が確認でき、木棺の幅が

内寸で約40㎝であったことがわかる。

棺床の構造に関しては④層と⑤層の間に棺底材が挟

まれた痕跡や底板の土壌化層が認められないことから、

本棺は旧小学校用地内の木棺墓に多い底板の上に側板

を据える構造であったと考えている。

しかしながら、この場合棺底材の土壌化した土層に

は⑥層があたると思われるが⑥層の堆積は墓壙底から

⑦層の外側を貫いて墓壙上面まで達しており、棺底材

の土壌化層とするには不自然な点もあることから、こ

こでは棺床の構造については保留しておきたい。

本遺構からの出土遺物には棺蓋崩落後に堆積したと
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図17 木棺墓３
出土ガラス小玉（1／1）

図18 木棺墓４　平・断面図（1／20）



みられる土器群の出土があった（図19・図版61－中央）。

これらの土器群は棺内でも南側の①層および墓壙上面から出土したものが多く、遺構の下限を示す

ものといえるが、厳密には埋葬の時期を示すものではない。図化できた土器の内訳は墓壙上面から３

点、棺内埋土から６点の計９点で、墓壙上面からの土器はいずれもが布留形甕の口縁片、棺内埋土か

らの土器は布留形甕の口縁片２点と小型丸底壺１点、小型鉢１点、有段鉢２点がある。

これらの土器の所属時期は墓壙上面・棺内埋土ともに布留１式期のものとみられることから本遺構

の構築時期もこれと同時期、或いはその直前頃のものではないかと考えられる。

なお、本遺構に伴うものとは断定できないが墓壙周辺の包含層掘削時には図20・図版81に示した鏡

形とみられる土製品が１点出土している。これについては鏡形という特殊な遺物であることや、出土

した位置関係からは本来木棺墓４に伴う遺物であった可能性も考えられることからここに実測図を提

示しておくとともに、合わせて資料の詳細な紹介をしておくこととしたい。

鏡形土製品は重量25ｇ、直径5.5㎝の正円形に近い円盤状のもので、１面には鈕を表現したものと

みられる突起が作り出されている。鏡面とみられる面は緩やかな凸面を呈しており表面の一部には何

らかの工具による擦痕が認められ、鏡背は縁の部分を残し鈕の周囲を指頭による押捺Ａで窪められて

いる。鈕はこの押捺Ａによって周囲を窪めることによってより高さを出しているが、縁部より鈕の頭

は２㎜ほどしか突出していない。鈕の造形は粘土の貼り付けによるものではなく、鏡本体から粘土を

摘まむことによって作られたものとみられ、鏡背面からは鈕へは緩やかに移行して突起部が作り出さ

れていた。なお、鈕の高さは約５㎜、基部の径は約2.5㎝、頂部の径は約１㎝であった。

縁部の形状は側面に平坦な面を持つもので、面の幅は部分的には２㎜と薄いところもあるものの大

半は７㎜程度と一定の厚みがある。この側面の平坦面には全体にわたって縦方向にヘラ状工具による

刻み目が多数付けられているが、本来の鏡にはこの刻み目にあたる造形は無く、何を表現したもので

あるのかは不明である。
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（３）方形周溝墓

１．方形周溝墓１（図21～24・図版29～33,61－下～62－上）

第27次調査第１トレンチにおいてその存在が確認された方形周溝墓で、調査時には直角に曲がる２

ヶ所のコーナーが確認されるとともに、墳丘の約半分が調査されたもので、その後の第31次調査にお

いてトレンチを拡張して墳丘の全体像を明らかにしたものである。

方形周溝墓１は８Ｊ－Ｖ15、16・Ｗ15、16・Ｘ15、16の６区にまたがって検出されたもので、墳丘

の主軸は磁北に対してＭＮ－42°－Ｗであった（図21）。

墳丘は一辺4.72ｍ×5.12ｍの規模を持つが墳丘盛土は削平を受けて存在していない。周溝は墳丘の

周囲を全周するもので東北辺の溝は中央部で幅94㎝、深さ25㎝、東南辺の溝は中央部で幅64㎝、西北

辺の溝は幅74㎝、深さ20㎝、西南辺の溝は幅82㎝、深さ28㎝であった（図22・図版32）。

周溝の底面の状況は比較的平らで溝の中央部が深く、コーナー部がやや浅くなっている。東北辺と

西北辺の接点では特にこの傾向が顕著であったほか、東南辺の溝は東北辺の溝とのコーナー付近で分

岐し、方形周溝墓１の東を流れる南北溝に接続していた。

本方形周溝墓に伴う埋葬施設は判然としないが墳丘の中央よりやや西寄りではＭＮ－50°－Ｗに主

軸を持った長さ2.8ｍ、幅80㎝、深さ10㎝の墓壙状の土坑が検出されている（図21・図版30－下～31）。

この土坑は埋土が灰褐色粘質土の１層で検出地点が墳丘の中央からはやや西にずれていることや、埋

土に棺の痕跡が確認できなかったこと、遺物の出土が皆無であったことなどから積極的に埋葬施設と

は判断しがたいが、その平面プランや墳丘と土坑の方位が一致することなどからは中心的な埋葬施設

とは考え難いものの、方形周溝墓に伴う埋葬施設の一つとなる可能性も考えておきたい。
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図22 方形周溝墓１　周溝及び土坑断面図（1／20）
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遺物については遺構に伴うものはあまり多くない。周溝からの遺物は各辺ともほぼ均等に土器の出

土があったが、中でも西南溝からの土器の出土が若干多い傾向にあった。木製品は東北溝のほぼ中央

部、層位的には図22－⑥層から細長い棒材を含めて数点の加工木が出土しているが（図23・図版29－

下）、用途の明確なものは無い。

出土遺物のうち図示できたものには図24・図版61－下～62－上に示した土器群がある。図には各周

溝から出土したものをまとめて示しており出土した層位にもばらつきがあるが、先述したように残存

する周溝の深さは約30㎝程度であり、遺構の残存状況から考えると殆どが本来の埋土の下層にあたる

ものと考えている。これらの土器群の所属時期は布留０式期と考えられることから、方形周溝墓１の

構築時期は布留０式期を下限としてそれ以前と言えるが、上限については不明と言わざるを得ない。
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２．方形周溝墓２（図25～31・図版34～36,62－下,63）

第47次調査において検出された方形周溝墓で、直角に曲がるコーナー部と東辺と南辺の周溝が確認

されている。地区的には７Ｊ－25Ｖ、８Ｊ－１Ｖ・２Ｖ、７Ｈ－２Ｕの４区にまたがって検出されて

おり、墳丘の主軸は東辺周溝を基準にするとほぼ座標北を示している（図25）。

墳丘は大きく削平を受け盛土が確認できない上に、周溝もコーナー部が１ヶ所しか確認されていな

いため正確な規模を知ることは困難であるが、残された周溝の状況から墳丘の規模は一辺6.16ｍ以上
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×4.8ｍ以上の規模を持つことが判明している。周溝はその多くが失われているが、本来は墳丘の周

囲を全周するものであったとみられ、東辺の溝は残存長約６ｍ、中央部で幅77㎝、深さ16㎝、南辺の

溝は残存長約5.2ｍ、幅63㎝、深さ17㎝であった（図25・図版34,35）。

この方形周溝墓は他の遺構との重複関係が多く、東辺の溝の中央部では溝28北溝及び後述する方形

周溝墓３の北東辺の溝との切り合い関係が確認されている。調査時に作成された断面図の観察では方

形周溝墓２は溝28北溝よりは新

しく、方形周溝墓３北東辺溝よ

りは先行するものであることが

確認されている（図26・図版36）。

また、南辺の溝は南東方向か

ら延びてくる溝28南溝との重複

関係がある。図25に示した遺構

平面図では方形周溝墓２の南辺

溝が溝28（南）に切られたよう

な完掘状況となっているが、こ

れは遺構の深度の違いによるも

ので、本来は図26のｂ－ｂ'断面

図からも確認できるように南辺

溝が後出するものであり、図25

にアミ掛けで示した部分まで周

溝の存在が確認されている。
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これら周溝底面の状況は比較

的平坦なもので溝の断面形状は

逆台形を呈するが、方形周溝墓

１のようにコーナー部が浅くな

る傾向は認められなかった。

周溝埋土は東辺溝で３層があ

り、①層が褐色の強い暗灰褐色

粘質土、②層が１㎜前後の小さ

な石粒を含み、やや砂質の強い

暗灰褐色土、③層はやや砂質を

帯びた暗灰褐色粘質土であり、

この層には炭の小片が少量混入

していた。南辺溝の埋土もやは

り３層で、①層が茶褐色土、②

層が２㎜前後の小さな石粒を含

んだ暗褐色土、③層が粗砂や小

石の多く混じる暗灰褐色粘質土

であった。

方形周溝墓構築時の基盤層の

状況をみると南辺溝周辺では⑦

層の粗砂や礫の混じった茶褐色

土や⑧層の粗砂や礫の混じった

灰褐色土がベースとなっており、

東辺溝周辺では④層の褐色の強

い灰褐色土や⑤層の淡黄灰色砂

質土がベースとなっていた。

これらはいずれもが扇状地上

の２次的な堆積物であり、色調

や土質は異なるものの今回の調

査地は全域が同様の土壌によっ

て構成されている。

遺物の出土状況について見て

みよう。この遺構からの出土遺

物は南東隅のコーナー部（図
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28・図版34,35－上）と南溝中央よりやや西側（図29・図版34,35－上）の２ヵ所から出土しているが、

遺構の残存状況の悪さとは対照的に遺物の出土量は比較的多い。

図30・31には本方形周溝墓から出土した土器を提示しているが、このうち図30－１と図31－12・

16・18・20に示したのが南溝から出土した土器、他は南東隅コーナー部から出土した土器である。

量的には圧倒的にコーナー部分に集中して出土する傾向にあり、ここを中心に土器の投棄が行われ

たものと考えられる。

層位的には図30の上段に示したものが最上層にあたる①層に相当する部分から出土したもので埋没

時期に最も近い土器であり、下段及び図31に示したものが下層にあたる③層上面周辺から出土したも

ので、構築時期に最も近い土器群といえる。

これらの土器群から考えられる遺構の構築時期は、上・下層出土土器ともに庄内３式期に属するも

のと考えられることから本遺構の構築時期も厳密には庄内３式期を下限としてそれ以前としか言えな

いが、遺構や遺物の出土状況などからは概ね庄内３式期のものと考えておきたい。

３．方形周溝墓３（図25,32～47・図版34,37～41,64～68－上,81－下左,82－１）

第47次調査において検出されたもので後世の削平による途切れはあるものの、溝25と溝29によって

区画された方形周溝墓である。地区的には８Ｊ－１Ｖ・２Ｖ・３Ｖ、７Ｈ－25Ｕ、８Ｈ－１Ｕ・２

Ｕ・３Ｕの７区にまたがって検出されており、墳丘の主軸は座標北に対してＧＮ－43°－Ｗであった

（図25 ・図版34）。

墳丘は先述したように方形周溝墓２と重複するもので、一辺約6.3ｍ×約5.6ｍの規模を持つが、墳

丘盛土は削平を受けており存在していない。周溝は本来墳丘の周囲を全周するものであったとみられ

るが南西辺と北東辺がそれぞれ途切れてしまっており、便宜的に残存する南東～南西辺の周溝を溝25、

北西～北東辺にかけての溝を溝29と命名して調査を行っている。

溝25は周溝南西辺にあたる部分が幅48㎝と最も狭く、南東辺にあたる部分の中央部では幅1.28ｍの

溝状遺構だが、東に行くほど幅が広くなり東端では幅２ｍの不自然な土坑状の窪みとなっている。溝

の深さは西端で３㎝、南西隅コーナー部で46㎝、南東辺中央で40㎝あり、南東隅コーナーにあたる周

溝の東端部分では最大68㎝と各コーナー部分がやや深い傾向にありながら東へ向かうほど深くなって

いく様子が伺えた。本遺構出土の遺物は図41・42に示したとおりだが、土器以外には図36に示した木

鏃なども出土している。

周溝埋土の状況をみていくこととしよう。溝25は遺構東端の土坑状に深くなっている部分で断面図

が作成されている（図32の断面ｃ－ｃ'）。これをみると断面の北側に確認できる⑭・⑮層や南側の

⑰・⑱層は中央に位置する④・⑨層や⑧・⑩層に切られるような堆積状況を呈していることから、先

行して存在した径約２ｍの土坑の埋没後に溝25が掘削されていたものを調査段階で同一遺構として完

掘してしまったのではないかと考えられる。この考えに立てば北側から④・⑨・⑩・⑧層を結んだ線

が本来の溝25の埋土とみられ、遺構の規模も幅1.5ｍ、深さ40㎝と他の周溝部分と整合性のある規模

となる。従って、溝25から出土したとされる遺物には先行する土坑からのものが混入している可能性
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も考えられるとともに、図35に示した遺物出土状況図や図36に示した木鏃は厳密には溝25、土坑いず

れの遺構に伴うものかの特定は難しい。また、図41・42に示した土器類についても個々の出土位置の

記録が無く遺構の時期を判断する材料としては慎重に扱う必要があるが、これについては後の遺構の

構築時期を考える中で検討することとしたい。

さて、溝25出土とされる遺物の中には特殊な遺物として木鏃がある。纒向遺跡ではこれまでの調査

で10例の出土が確認されているが、そのうち８例がこの旧小学校跡地内での調査で発見されたもので

ある。図36に示した木鏃は先述したように土坑出土遺物の可能性も残るものの、出土例の少ない遺物

であることからその詳細を報告しておくこととしたい。

溝25出土の木鏃（図36・図版81－下左）は僅かに茎の先端が欠損しており、正確な全長は不明だが

残存長は6.1㎝、鏃身の長さ4.3㎝、茎の長さ1.8㎝を測る。鏃身は茎に近づくにつれてなだらかに窄ま

せて作られており、鏃身部分の断面形状は二等辺三角形に近く長辺８㎜、短辺５㎜、茎部は長径５㎜、

短径４㎜と円形を呈している。材の樹種については奈良教育大学の金原正明氏に分析をお願いし、モ
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１．暗灰褐色粘質土（２～３㎝の礫混じる）�
２．暗灰褐色粘質土（１層より粘性弱い）　　�
３．暗灰褐色粘質土（やや砂性をおびる）�
４．暗灰褐色粘質土（砂礫土混じる）　　�
５．暗灰褐色粘質土（細砂混じる）�
６．灰褐色土（粗砂混じる）�
７．暗灰褐色粘質土（炭小片やや混入。やや粘質）�
８．灰褐色粘質土（細砂・５㎜前後の小石粒が混入）�
９．暗灰褐色粘土（やや砂性おびる。２㎜前後の小石粒やや混入）�
10．暗灰褐色粘質土（粗砂・５㎜前後の小石粒やや混入。粘性強い）�
�
�

11．灰褐色粘土（９層に比べて明るく粒が粗い。２㎜前後の小石粒混入）�
12．灰褐色粘質土（やや砂性をおびる）�
13．灰褐色粘質土（砂質土混じる。全体に砂性をおびるが粘性強い。５㎜前後の小石粒やや混入）
14．灰褐色土（粗砂混じる。褐色強い）�
15．灰褐色土（粗砂混じる。14層より暗い）�
16．暗灰褐色粘質土（13層より暗く、砂っぽい）�
17．灰褐色土（砂性おびる）�
18．17層とほぼ同じ�
19．暗灰褐色粘質土（粗砂粒が混入）�
20．青灰色砂質土（酸化鉄分粒により褐色をおびる）�

１．茶褐色土（２～３㎜の小石粒混入。硬く、やや粘質）�
２．茶褐色土（粗砂混じり）�
３．灰褐色粘質土（粒子細かい。褐色強い）�
４．暗灰褐色粘土（土器片・木器片混入）�
５．灰褐色砂質土（褐色強い。土器片混入）�
６．暗灰褐色粘質土（褐色強い。粘性強）�
７．黒色粘土�
８．暗灰褐色粘質土（６層より褐色弱い）�
９．灰褐色粘質土（砂質土混じる）�
10．青灰色細砂�
11．茶褐色粗砂�
12．灰褐色土（砂質土混じる）�
13．茶褐色土�
�

図32 方形周溝墓３　周溝断面図（1／20）
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ミ属製との鑑定結果を頂いている。

溝29は周溝北西辺にあたる部分は幅約1.2ｍ、北東コーナー部で幅1.4ｍとほぼ一定の幅を持つもの

であるが、北東辺では幅80㎝と南に向かうほど徐々に細くなり途中で途切れてしまっている。溝の深

さは西端で26㎝、中央部で30㎝、北東コーナー部で67.7㎝、北東辺で30㎝であり、コーナー付近が著

しく深くなる傾向にあった。本遺構出土の遺物には若干の木製品および図43～46に示した土器群があ

るが、その殆どは周溝北西辺の西部及び北東コーナー部より出土したものである。

周溝の埋土は概ね灰褐色系の粘土あるいは粘質土で構成されるもので、北東コーナー部の断面図

（図32の断面ｄ－ｄ'）では⑤・⑧層が③・④・⑦層に切られたような痕跡があり、再掘削が行われて

いる可能性も考えられるが、後述する図26のｅ－ｅ'断面には再掘削の痕跡が認められないことから

判断は保留しておきたい。なお、埋土の中位にあたる④・⑤・⑦層には土器や木製品が多く含まれる
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図37 方形周溝墓３　溝29上層遺物出土状況（1／20）



傾向があり、図43～46に図示した多くの土器はこの層位から出土したものと考えられる。

北東辺の南端、図26の断面ｅ－ｅ'地点の埋土も灰褐色系の粘土や粘質土で構成されている。この

地点からの遺物の出土は少なく、古式土師器の小片が数点あったのみである。断面の形状は逆台形で

深さ40㎝、幅52㎝と他の地点に比べて深く幅の狭いものであった。

これら周溝からの遺物の出土量は溝29からのものが多く、先述したように北西辺の西部及び北東

コーナー部の２ヵ所にまとまって遺物の出土があった。このうち周溝北西辺からの遺物には古式土師

器と加工木があり、溝中央部から西端にかけての埋土下層上面から上層にかけては図37・図版40－上、

に示したように多くの遺物が集中しているが、土器については総じて上層からの出土が多い傾向にあ

った。加工木については用途の不明な棒材や板材の出土があったが土器群よりも下部に位置するもの

で、下層上面に位置する物のほかに図38・図版40－下に示したように溝中央部の下層内からもまとま

った出土があった。この傾向は北東コーナー部においても同様で、溝中央部から西端部よりも出土量

は少ないものの図39に示したように下層上面から上層にかけて遺物の出土が顕著であり、土器群は上

層からの出土が目立つものであった。加工木については量が少ないもののやはり土器群よりも下部の

下層上面に位置するものと、図40に示したように下層内に位置するものが確認されている。
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なお、溝29からは土器・加工木以外に比較的

大型の砥石が１点出土している（図47・図版82）。

出土状況は図39・図版40－上に示したとおり周

溝北東辺の埋土下層上面から上層内に含まれる

が大型砥石が隣接するメクリ１号墳の後方部西

側周濠にあたる溝13からもまとまって出土して

おり、これらと同時に投棄された可能性も考え

られる。

砥石は途中で破断しているが長さ19.6㎝、幅

10.8㎝、重量は1.1㎏のもので、奥田尚氏に分析

をお願いしたところ竜王山付近でとれる黒雲母

花崗岩製との鑑定結果を頂いている。この砥石は図に示したように両面及び片方の側面に滑らかな部

分が確認でき、少なくとも３面は使用されていたようで、この部分には幅の広い研磨面と縦方向の擦

痕が確認でき、石材の大きさと合わせて大型の鉄製品を研いだ物と考えられる。

溝25からの遺物の総量は溝29より少ないもので、図化できたものには図41、42・図版64～65－上に

示した土器群があるが、出土状況図などの記録に不備があるため個々の個体の出土位置や層位などを

細かく特定することはできなかった。

遺構の構築時期について見てみよう。本方形周溝墓の構築時期を知るには溝25・29から出土した土

器の年代観に頼るしかないが、先にも触れたようにこれらの溝からの遺物には出土した層位の土色名、

出土状況図、レベル高など何らかの記録が残されていたものの、土層断面図に記載された土色と遺物

に付された土色との対応が無いこと、出土状況図は下層遺物から上層遺物までの多くの層位にまたが

る遺物が同時に図化されており、個々の遺物が本来所属していた層位が正確に確認できない状態とな

ってしまっている。

このため、溝25出土土器は上・下層の遺物が混在する状態で図示しており、溝29出土土器では図

43－37が図32の断面ｄ－ｄ'①層 茶褐色土、38・39が③層 灰褐色粘質土と上層に属する遺物であるこ

とと、図46－95～100がラベルには溝底部との記載がされていたことから最下層に属する遺物である

ことは確認できているが、他の図43－40～図46－94までの個体については下層上面から上層上面まで

の遺物が混在した状態でしか図示することができなかった。

この様な状況で本遺構の構築時期を類推するのは非常に困難である。最下層出土土器には図示した

弥生形甕のほかに庄内形甕などの小片が含まれる一方、明らかに布留式期に下る個体の存在は確認で

きないことから、ここでは庄内３式期に構築された可能性が高いとしておくが、確実に同層に伴うこ

とが判明している遺物は量的に少ないことから上・下層混在遺物に含まれる土器のうち最も新しい要

素である布留０式期まで下る可能性も考えておきたい。なお、遺構の埋没時期についても溝25・29の

土層断面、上・下層混在遺物の様相から布留０式期には完全に埋没していたものと考えられる。
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（４）メクリ１号墳

１．はじめに

旧小学校用地中央部、標高74ｍ前後の地点において検出された前方後円墳である。この古墳は第23

次調査において後方部を東西に横断する形でトレンチが設定され、東西周濠と後方部の一部の調査が

実施されていたが、調査区が矮小であったことから当時は古墳とは認識されずに西側周濠をＯ－15溝、

東側周濠をＯ－20溝と、別遺構として調査が行われていた。

その後、第47次調査において広範囲な調査が実施されるに至り遺構の全容が明らかにされたものの

この段階においても前方後方墳の存在は認識されておらず、調査終了後に行われた調査検討会の席上

において初めて前方後方墳の可能性が指摘されたものである。（図48）

なお、この古墳の東側の墳丘及び周濠は第23次調査区部分を除いて未検出となっている。これにつ

いては第47次調査時の遺構検出レベルが後方部西側では標高74.2ｍ前後であったのに対し、後方部東

側では74.4ｍ前後と東側の検出面が一段高いレベルで検出されていることと、調査時点ではＯ－20溝

などが前方後方墳の周濠にあたるとは考えられていなかったため、図版53－下に示したように第47次

調査の遺構検出段階には第23次調査時の遺構検出面より数10㎝高い包含層上面で調査が行われてしま

ったためだと考えられる。

２．墳丘

墳丘主軸は方位に則って築かれているが、先述した調査面の事情により墳丘及び周濠の多くが未検

出になっていると考えられるため各部の規模は測点によって異なるが、墳丘規模は基底部で全長28ｍ

を測る。後方部は北・東・西辺が直線的に延びるのに対して南辺は東西のコーナー部からクビレ部へ

と向いつつ前方部側へと若干張り出しており、コーナー部では南北長が18.7ｍであるのに対し、クビ

レ部では南北長19.2ｍと50㎝長くなっている。後方部の東西長は20ｍと若干東西長が長いものの本来

は正方形を志向したものと考えられ、前方部はクビレ部からの長さで8.8ｍ、後方部の南辺両コーナ

ーを結ぶラインと墳丘中軸線との接点からの長さは9.3ｍを測る（図82）。

土層観察の結果、墳丘盛土は削平により全く確認できておらず、埋葬施設についても同様である。

本来の墳丘高やその詳細な構築状況を知ることはできないが、墳丘規模や周濠の状況からはあまり大

きな墳丘を持っていたとは考えられず、低い墳丘を持つものであったと考えられる。外表施設につい

ては周濠内からの出土遺物には葺石や埴輪などの存在を窺わせるものは皆無であり、これらはもとも

と存在しなかったものと判断される。

３．周濠

残存状況は非常に悪いものの、墳丘の周囲からはこれを取り巻くように周濠が検出されている（図

48）。後方部北側の濠は最も残りの良い部分では幅2.8ｍ、深さ35㎝を測るが他の遺構との切り合いの

影響から西へ向かうほど遺構の残りが悪く幅が狭くなり、西端部では後方部西側の周濠との接続も不

明瞭なものとなってしまっている（図版42）。周濠の東端、東側周濠との接続部にあたるコーナー部

分では導水溝とみられる北東方向から延びてきた幅3.2ｍの溝と接続しており、溝の底面のレベルは
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図48 メクリ１号墳　平面図（１／200）



74.15ｍと導水溝部分が周濠部に比べて約15㎝高くなっている（図版46－上）。これらの部分の周濠埋

土については調査時に断面図などの記録が作成されておらずその状況は不明である。

後方部西側の周濠は最大で幅５ｍ、深さは地点によってばらつきがあるが最も深い場所の標高は

73.40ｍ、深さにして約60㎝を測るものである。後世の削平により北辺周濠と接続する遺構北端外肩

部の状況が判然としないものの比較的その残りは良好である。なお、溝の断面形状は浅い皿形を呈し、

埋土の多くは暗灰色や暗灰褐色の粘質土で占められている（図49上段③～⑦層）。

後方部東側の周濠は先述したように未検出の部分が多いことから、第１次調査で検出されＯ－20溝

として調査された部分でしかその様子を知ることができない（図版54－上）。周濠の規模は幅4.2ｍを

測り、濠の中央から西半には墳丘に沿って走る布留式期の溝16の一部とみられる溝状の落ち込み（図

51下段の⑬・⑭層）と、周濠の一部となるのか溝状の別遺構となるのか判然としない深さ50㎝の溝状

の窪み（図51下段の⑮・⑯層）があるが、この２つの窪みを別遺構と仮定すると周濠そのものの深さ

は15㎝程度の窪みに過ぎない状況にある。

また、遺構の埋土についても先述した２つの窪みを別遺構と仮定すると周濠部分には周濠全域を覆

うⅤ層暗茶褐色粘質土しか埋土が存在しないこととなるが、Ⅴ層は周濠のみならず周辺で普遍的に存

在する包含層と認識されていることから南壁部分では本来の遺構埋土は確認できない状況にある。本

来は検出された周濠の中央から北側に南壁断面には表れない埋土が存在していたとみられるが、これ

については埋土に関する記録が無く詳細は不明である。

前方部西側面の周濠は本来墳丘に沿う形で廻るものと考えられるがその状況はやや複雑で、周濠の

外枠のラインは図48に破線で表したように後世の遺構である溝28の肩部と重なる形で後方部南西コー

ナーに対応する付近から前方部前面へと丸く廻るものであり、周濠へ向かっての勾配はごく緩やかな

ものであった。この周濠外枠のラインの内側には墳丘の形状に沿って後方部南西コーナー部からクビ

レ部の方向へとクランクしていく明瞭な落ち込みの肩部が検出されており、むしろこちらが本来墳丘

に対応する周濠の肩部になるものと考えている。この落ち込みは前方部を東西に横断する溝状の撹乱

を境に遺構平面図には記載が無くなってしまっているが、調査時点ではその存在は認識されていたよ

うで、その様子は図版７－下段や図版58の写真からも窺うことができる。平面図への記載が欠落して

いる理由は不明だが調査時の記録作成時点で図化が失念された可能性も考えられ、ここでは写真など

の記録を基に破線でそのラインを復元することとした。周濠底面の状況は比較的凹凸があり、あまり

平坦ではない（図版55）。周濠の深さはクビレ部付近が標高73.8ｍと最も深く、周濠肩部からクビレ

部へとやや擂鉢状に落ち込むもので、深さは最大で45㎝程度のものであった。埋土の状況は図50上段

に示したとおり暗灰色の砂質土や黒褐色粘土・粘質土で構成されており他の地点よりは比較的水平な

堆積状況を呈しているが、北側には灰褐色の土や砂質土が墳丘側から流れ込んだような堆積状況を呈

しており土質から考えて墳丘盛土が流出した可能性が考えられる。

前方部前面の周濠は時期の異なった複数の溝の切り合いにより、その肩部の判定が非常に困難な状

況となっている。図52の平面図及び図50中段の土層断面図にその切り合い関係を整理して提示したが、
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ここでは前方部前面の周濠埋土は図50の溝13とされた⑫～⑱層がこれに相当するものと考えられ、周

濠と切り合いがあるのか否か、或いはその前後関係は不明だが周濠の南側には埋土が①～④・⑪層で

構成された溝38が存在している。この溝38と前方部周濠である溝13との接点付近には溝28と溝39が存

在している。両溝の切り合い関係は溝39が溝28を切り込んで掘削されたものであり、溝39の埋土には

⑨・⑩層が相当し、溝28の埋土には⑤～⑧層が相当する。なお、前方部東側にはコーナー部をかすめ

て溝16が南西方向に走っているが、溝28・39いずれの溝に接続するものかは不明である（図版56）。

以上のような複雑な切り合い関係のため、前方部前面の周濠にあたる溝13の南肩部を平面的に確認

するのは非常に困難な状況である。前方部前面において唯一作成された土層断面図である図50中段の

断面では周濠肩部が溝39によって破壊されているものの、その幅は1.3ｍ分が確認でき、他の遺構と

の位置関係や底面の地山の上りなどを勘案すると本来は幅1.5ｍ程度であったと推定される。

４．遺物の出土状況

メクリ１号墳の遺物はすべて周濠から出土しており、出土地点は後方部北側と後方部西側、前方部

西側面、前方部前面の４ヵ所に大きく分けられる。個々の出土状況は図53に出土状況図の割付図を提

示し、図54～61には調査時点で作成された出土状況図を提示しているので参照されたい。

（１）後方部北側周濠（図54～57・図版42～46－上）

後方部北周濠からの遺物の出土状況は図54～図57に示している。この区域からの出土土器は小片が

多いことから掘削の過程で取り上げられてしまったとみられ、出土量に比べて出土状況図では土器が

あまり図化されていない傾向にあると考えられる。

なお、調査担当者からの聞き取りによると図上でその範囲は明確に示されていないが後方部北側の

周濠は旧校舎の建物基礎によって東西方向に長い撹乱を受けていたうえに、周濠埋土と後世の遺構と

の切り合い関係が激しかったため個々の遺構を厳密に分けて調査することができず、別遺構からの遺

物が混在している可能性が高いとのことであった。実際、遺物の整理過程において後方部北周濠出土
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土器の詳細な検討を行ったとこ

ろ、不自然な時期の遺物の存在

が多数確認できたことから、こ

の部分の遺物については別遺構

からの混入資料が多いと判断し、

今回の報告からは除外すること

とした。

しかしながら、出土状況図に

示された木製遺物の多くは現在

所在不明な遺物ながら、その殆

どが周濠堆積の下層部分からの

出土とみられ、上部に混在した

土器資料とは異なりメクリ１号

墳に伴う遺物である可能性が高

いと判断されることから、出土

状況について概観しておくこと

とする。

図54に示したのは後方部北東隅部付近の遺物出土状況図で、先述したように図のすぐ北東側には導

水溝と考えられる溝が接続している。この部分から出土した木製遺物には幅54㎝、長さ2.2ｍの板材

のほかに長さ20㎝前後の木端が多く認められる（図版43）。いずれもがその用途は不明であるが、木

端は図で見る限り鋭利な金属製の刃物で裁断されたようにみられるものが多く、よく似た事例として

勝山古墳の第３次調査の北側クビレ部において出土した木端が挙げられよう。

図54の西側に隣接する部分の遺物出土状況は図55に示している。用途不明な木製遺物が数点出土し

ているが、図54に近い地点ながら、先にみられたような裁断された木端はあまり見当たらず、遺物の

量もやや少量である。

後方部のほぼ主軸線上に位置する周濠部分の遺物出土状況は図56に示している。この地点では土器

片の出土が目立ち、木製遺物は用途不明のものが少量認められるだけである。土器片については下層

出土のものが多いと判断され、メクリ１号墳に伴うものが多いと考えられるが、取り上げ時点で他の

遺物と混ぜられてしまったとみられ、これらを抽出することはできなかった。

後方部の主軸線上よりやや西側からの出土遺物は図57に示している。この地点からの出土遺物は周

濠内でも北側に集中して出土する傾向にあり、用途は不明ながら長さ98㎝、径４㎝の棒材や長さ27㎝、

幅８㎝の板材などの加工材の存在が確認できる。

（２）後方部西側周濠（図58,59,64～72・図版46－下～53,68－下～76－118）

図58は第23次調査において作成された後方部西側周濠中央部からの遺物の出土状況図である。メク
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リ１号墳の調査においては本地点が唯一、層位的に出土状況図が作成された部分であり、ここでは主

に周濠埋土の上層にあたる図51上段の③層下部及び下層にあたる⑤層上面に集中する遺物が図化され

ているがこれらの土器群は周濠内に最下層埋土にあたる⑦層と下層埋土にあたる④～⑤層が推積した

段階のものであり、その時間幅は不明ながら築造時期とは若干のタイムラグがあるものである。

これには図64－９～図65－26に示した土器群が含まれており、弥生形甕や庄内形甕の他に有段高坏
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図59 メクリ１号墳後方部西側～前方部西側周濠（溝13）遺物出土状況（１/40）



や小型の鉢、ミニチュ

ア土器などがあった。

詳細は築造時期の項目

で細述するが、数多い

メクリ１号墳に伴う土

器群の中で出土層位や

地点を特定できる数少

ない資料の一つであ

る。

この他、出土状況が

図化されたものではな

いが第23次調査地より北側の23～24ラインにかけても少量の遺物の出土があった。図66－29～40に示

した土器群がこれにあたり、量は少ないながらも周濠底部からも遺物が出土しているようである。

後方部西側周濠では第23次調査区の南隣接部分からも土器溜りとして図59に示したように周濠西側

から投棄されたような状態で多量の遺物の出土が確認されている。これらの遺物については他の部分

と同様に出土した層位の土色の記載はあったものの、周濠埋土についての記録が少なく個々に出土層

位を特定することはできていない。このことから出土遺物を提示するにあたっては土器に添付された

ラベルの土色単位に遺物を提示することとしているが、その順序は必ずしも層位的な上下関係を示す

ものではないことを断っておく。

さて、土器溜りとして一括で取り上げられた出土遺物は図67－41～図72－112に示すことができた。

これらについては先述したように周濠埋土との対応は不可能ながら、暗灰褐色土と記載されたラベル

が添付されており、図72－113～118に示した土器群には暗灰色粘質土と記載されたラベルが添付され

ていた。

（３）クビレ部・前方部西側周濠（図59,60,73～76－157,79,80・図版51,54－下,55,76－119～79－

157,82－１～９）

後方部西側の南コーナー部からクビレ部・前方部西側にかけての周濠部分からの出土遺物は小さな

単位でまとまりを持ちつつも各地に散在する傾向がみられる（図59・60）。この部分からの出土遺物

は図73－119～図76－157に示しているが、やはり殆どの個体が周濠埋土との関係が特定できなかった

ためラベルに記載された土色単位にまとめて図示することとした。このうち図73－119・120は暗灰褐

色土、図73－121～図75－152には暗灰色粘質土、図75－153には暗灰色土（粗砂混じり）のラベルが

添付されていたが、図76－154～157に図示した土器群のみは先述した周濠断面図（図50）のｄ－ｄ'

断面の④層に対応することが判明しており、比較的上位の堆積層にあたると考えられることから周濠

の埋没時期を示すものとして注目される。

なお、前方部西側周濠からの出土遺物には特筆すべきものとして図79・80に示した８点の砥石があ
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る。原因は不明だがそのすべてが端部を破損しており、正確な大きさは不明ながら最も大きな個体で

全長37㎝を超えるものがあり、非常に大型の砥石が集中して出土していることは注目すべきことであ

る。出土層位は図79－１～図80－6までの６点が周濠断面図（図50上段）のｄ－ｄ'断面の④層に対応

することが判明しており、図80－７～９は暗灰色粘質土と記載されたラベルが添えられていた。

（４）前方部前面周濠（図61,76－159～78,81・図版56,57－上,79－158～81－182,82－10）

前方部前面の周濠部分からは図61に示したように前方部前面に沿って落ち込む細い溝状の周濠内の

墳丘裾部から東西方向に列を為した状態で土器の出土があり、量は多くないものの図76－158～図

78－182に示したように25点の土器を図示することができた。

このうち図76－158は淡黄灰褐色粘質土と記載されたラベルが添付されており、図50中段のｅ－ｅ'

周濠断面図の⑭層からの出土遺物であることが判明している。次に、図76－159～図77－173は暗灰褐

色粘質土からの出土を示すラベルが添付されていたが図50中段のｅ－ｅ'周濠断面図では上層にあた

る⑫層と下層にあたる⑰層の双方に同一名称の埋土があり、どちらの層位に属するものかは明確に記

録が無い。しかしながら、図版56に示した出土状況写真や調査時に作成された出土状況図記載のレベ

ル高などを勘案するとこれらは周濠下層埋土にあたる⑰層からの出土遺物であると判断している。

なお、図77－174～176・78－177～182は添付されたラベルには暗灰色粘質土と記載されているが、

土層断面図との照合は不可能であった。

５．足跡状遺構（図62・図版55,57－下）

周濠埋土除去後のメクリ１号墳後方部西側から前方部にかけての周濠底面からは多くの足跡状遺構

が検出されている。この足跡状遺構は後方部北東隅の周濠と導水溝との接点付近においても若干確認

されているが、ここではその存在が顕著であった前方部側のものを図62に示しておくこととする。

足跡状遺構の分布は後方部西側周濠から前方部前面にかけては周濠内に限定して検出されており、

周濠部分の掘削時、或いは周濠掘削後のぬかるんだ地盤を人が歩行したことによりその痕跡が残され

たものと考えられるが、前方部前面から東側にかけては周濠の推定範囲を外れてさらに東方向の調査

区外へと痕跡が続くことが確認されている。

周濠外へと続く部分については調査時の記録が無く地盤面の状況が不明であるが、足跡状遺構が残

された当時は何らかの要因により地盤が湿潤な状態にあったものと推定される。残された記録による

と調査段階には個々の足跡状遺構について足の左右や前後関係についての詳細な検証が行われたよう

であり、これについての記録も作成されていたが、個々の足跡の対応関係や人の歩行ルートを示すよ

うな規則性は認めることはできなかった。

６．出土遺物（図63～81・図版68－下～80,81－上,81－下右,82）

メクリ１号墳からの出土遺物のうち本報告に図示できたものは土器資料182点、石製品10点、木製

品２点と総数194点にのぼる。このうち第23次調査分を除く第47次調査出土遺物の殆どが先の方形周

溝墓の出土遺物と同じく出土した層位の土色名、出土状況図、レベル高などの記録が残されていたが、

周濠埋土の土層断面図に記載された土色と遺物に付された土色とに対応が全く無いことに加え、出土
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状況図は下層遺物から上層遺物までの多くの層位にまたがる遺物が同時に図化されており個々の所属

層位が正確に確認できない状態となってしまっている。

また、遺物の出土状況の項目でも述べたように後方部北側周濠からの出土遺物については旧校舎建

築時の基礎による撹乱や、周濠と同一の東西方向に延びる溝状遺構などとの切り合い関係が激しかっ

たことから遺物の取り上げに混乱が起こり別遺構からの遺物が数多く混入した状況にあったため、後

述する管玉状木製品を除いて今回の報告からはこれを除外することとした。

このため本書では基本的に遺物を第23次調査分と第47次調査分に大きく分けた上、第47次調査分に

ついては後方部西側周濠出土遺物とクビレ部・前方部西側周濠出土遺物、前方部前面出土遺物の３ヶ

所に分割して提示することとしている。

なお、この３ヶ所からの遺物のレイアウトについては個々の地点で土器に添付されていたラベルの

記載を尊重し、ラベル記載の土色単位でまとめて図示することとしたがその順序は必ずしも層位的な

上下関係を示すものではないことを断っておく。

（１）木製品（図55,63・図版44,45－下,81－下）

第47次調査の墳墓遺構における木質遺物のうち特筆すべきものには後方部北側周濠の７Ｊ－21Ｂ地

区暗灰色粘土層から出土した管玉状木製品とされる木製品（図55,63－１・図版44,81－下）の他に、

７Ｈ－22Ｔ地区の木鏃（図63－２・図版81－下）、明確な出土地点は不明ながら後方部北周濠出土の

円座状樹皮製品（図版45－下）が挙げられる。

管玉状木製品の名称については調査段階で命名されたものだが現時点では穿孔部分も含めて人為的

な遺物か否かの判断が難しい。木鏃については添えられたラベルには北側周濠と同一名称の溝１から

の出土との記録が残されているが、22Ｔ地区はメクリ１号墳の周濠の範囲からはかなり西側に離れた

場所にあたっている。これについては調査段階で北側周濠と周濠の北側を東西に走る溝遺構とを明確

に区別して調査が行われなかったことを表すものと考え

られ、木鏃はその出土地点の記録からは本来周濠北側の

溝遺構に伴うものと考えられるものである。円座状樹皮

製品についても溝１との記録があるだけで出土状況の写

真が残されているものの地点についての記録が無く、後

方部北側周濠に伴うものか、木鏃と同じ別遺構の可能性

が高い溝に伴うものかは判然としない。

このような状況からこれらの木製品とメクリ１号墳と

の関係については積極的な評価は避けておきたいがいず

れの遺物も出土例のあまり多くない特殊な遺物である点

を鑑み、ここでは資料紹介も兼ねてその詳細について報

告しておくこととする。

管玉状木製品は全長3.7㎝、直径７㎜の円筒形のもので、
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火を受けたとは断定できないが材のすべてが黒く炭化してしまっている。材の長軸方向には径2.5㎜

前後の穴が貫通しており、この穴は小口部では片側にやや偏って開いているもので、一見人為的に開

けられたもののように考えられるが、本来このような自然の穴が貫通した樹木が存在するのか否かが

不明であり、穴が人為的なものか否かについては保留しておきたい。なお、材の側面部分が自然のま

まだと仮定した場合、穴が自然のものであるならばその配置は等しく小口部の中央にくるはずである

が、小口部において穴が片側に偏るということは材の側面を丸く加工する研磨の工程を経た可能性が

考えられる。

木鏃は残存長5.8㎝、鏃身の長さ4.1㎝、茎の長さ1.7㎝を測り、鏃身は茎に近づくにつれてなだらか

に窄ませて作られている。鏃身の断面形状は長辺が９㎜、短辺が4.5㎜の歪な三角形を呈しており、

茎の形状は径2.5㎜前後のやや歪な円形であった。なお、材の樹種については奈良教育大学の金原正

明氏に分析をお願いし、ヒノキ製との結果を頂いている。

円座状樹皮製品は写真のみしか記録が無いため大きさや材質等は一切不明であるが、過去の出土事

例や写真から判断するとヒノキあるいはスギなどの樹皮を丸く円座形に束ねたものを同じくヒノキ或

いはスギの樹皮で結束したものと見られる。この樹皮製品は纒向遺跡においては過去にも古墳周濠や

集落域から十数例の出土が確認されているものである。

（２）土器（図64～78,図版68－下～81－上）

第23次調査出土土器は図64・65に図示している。図64－１・２は図51上段に示した周濠断面図のう

ち、周濠埋没後に上部に堆積したⅥ層からの出土で、図64－３～６は断面図では一部にしか現われて

いないが平面的には広範囲に分布していた周濠埋土最上層にあたる②層からの出土、図64－７・８は

埋土上層にあたる③層からの出土、図64－９～図65－26に示したものは③層下部から⑤層上面にかけ

ての出土、図65－27・28は⑤層からの出土遺物である。

このうち、図64－１～６は周濠の完全埋没からその上部に包含層が形成される時期を示すものであ

り、図64－７・８は上層堆積層の時期を、図64－９～図65－26は下層堆積層と上層堆積層の間の時期

を示し、図65－27・28は下層堆積層の時期を示すものである。

これらの土器群のうち比較的まとまった土器の出土があった下層堆積層と上層堆積層の間に含まれ

る土器の年代は庄内３式期に属するものと考えられる一方、最上層・上層・下層出土土器は量的に少

なく細かな時期を特定するのは困難であったがいずれも庄内式期を外れる時期の個体の出土は確認し

ていない。なお、第Ⅵ層出土土器では１の山陰系甕などは新しい様相を持つものであり、布留式期に

入ってからの所産と考えられる。

第47次調査出土土器を見ていこう。図66に示したものは後方部西側周濠のうち、第23次調査トレン

チよりも北側の周濠内から出土した土器群である。29の短頸直口壺は埋土内での層位は不明ながら暗

灰色粘質土との記載のあったものである。ラベル記載の取り上げ日の日付からは比較的早い段階に出

土した遺物とみられることから上層付近からの出土遺物ではないかと考えられる。中段に示した30～

34は暗灰褐色粘質土の記載があるもので、図49上段のａ－ａ'断面図の⑤層に対応する遺物と考えら
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れる。35～40は暗灰褐色粘質土と先に挙げた30～34と土色は同じながら、ラベルには溝底部との記載

があり、最下層内でも底面からの出土であることが判明している。

これらの土器群はいずれの層位に属するものも出土した個体数が少なく、所属時期を明らかにする

のは困難であるが、上層に属するとみられる29は口縁内部に布留形甕の影響と見られる内側への肥厚

が認められることなどから布留式期に入ってからのものと考えられるほか、30～34も33の高坏や32の

Ｓ字甕の脚台の存在などからは庄内式期の新相段階から布留式期古相段階にかけてのものと判断され

る。35～40は庄内式期に属するものと判断されるが細かな時期は不明である。

図67～72は第23次調査区よりも南側の後方部西側周濠より出土した土器群である。この地点の土器

群は調査時点では土器溜り一括として取り上げられていたものが多く、メクリ１号墳内でも最も豊富

に遺物の出土があったものである。図67－41～図72－112に示したものには土器溜り一括暗灰褐色土、

図72－113～118に示したものには暗灰色粘質土と記載されたラベルが添えられていた。

このうち図67－41～図72－112の土器群の中には図70－79に示した布留形甕が唯一１点だけ含まれ

ていたが、他の個体の属性はいずれもが庄内式期でも新相頃におさまる様相を持つもので79だけが異

質な存在となっている。これについては上層や別遺構からの混入品と考えており、79を除いて考える

と暗灰褐色土出土土器の所属年代は概ね庄内３式期と判断することができよう。暗灰色粘質土出土土

器は図72－113～118に示している。ここからの遺物は出土点数が少ないが113・117・118の個体は明

らかに布留式期に下る時期のものと判断されることから、暗灰色粘質土の形成時期もこの頃のものと

考えられる。

図73－119～図76－157にはクビレ部・前方部西側周濠からの出土土器を図示している。このうち図

73－119・120は暗灰褐色土からの出土を示すラベルが添えられていたが取り上げ日の記録は後述する

暗灰色粘質土よりも約１ヶ月早い日付が記されていたため、暗灰色粘質土や他の地点で出土している

暗灰褐色土出土土器よりは上位に位置する上層堆積層内に含まれるものと判断される。図73－121～

図75－152に示しているのは暗灰色粘質土からの出土土器であるが、すべての器種に新しい要素がみ

られることから所属年代は布留０式期と判断している。図75－153は暗灰色土（粗砂混り）からの出

土土器である。層位的にはその所属も不明であり、１個体のみの出土であるため時期については不明

と言わざるを得ない。図76－154～157の土器群は黒褐色粘土層出土のものであり、図50上段ｄ－ｄ'

断面図では上層に位置する④層に対応するものである。遺物は量的にも少ないものの布留形甕の存在

が顕著に認められることからこれらの土器群も他の上層出土土器群とともに布留０式期に所属するも

のと判断している。

図76～78には前方部前面出土の土器群を提示している。図76－158は淡黄灰褐色粘質土、図76－159

～図78－173 は暗灰褐色粘質土、図77－174～図78－182は暗灰色粘質土からの出土であった。このう

ち上層に含まれる158は１点のみの出土であり、時期を推定するのは困難であったが、下層埋土から

は比較的多くの土器の出土があり、ある程度時期を絞り込むことができる。これら下層埋土に所属す

る159から173の土器群のうち161の弥生形甕や163～166などの高坏には庄内１式期に遡るかと見られ
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図64 メクリ１号墳出土土器１（１／３）
後方部西側周濠（Ｏ－15溝） １・２周濠上面３～６黒褐色粘質土７～８黒色粘土１９～13黒色粘土１下部
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図65 メクリ１号墳出土土器２（１／３）
後方部西側周濠（Ｏ－15溝） 14～26黒色粘土１下部 27・28黒色粘土２
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図66 メクリ１号墳出土土器３（１／３）
後方部西側周濠（溝13  23Ｖ･Ｗ地区） 29暗灰色粘質土30～34暗灰褐色粘質土35～40暗灰褐色粘質土（周濠底部）
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図67 メクリ１号墳出土土器４（１／３）
後方部西側周濠（溝13  24Ｖ･Ｗ～25Ｖ･Ｗ地区） 41～47土器溜まり暗灰褐色土　
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図68 メクリ１号墳出土土器５（１／３）
後方部西側周濠（溝13  24Ｖ･Ｗ～25Ｖ･Ｗ地区） 48～58土器溜まり暗灰褐色土
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図69 メクリ１号墳出土土器６（１／３）
後方部西側周濠（溝13  24Ｖ･Ｗ～25Ｖ･Ｗ地区） 59～68土器溜まり暗灰褐色土
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図70 メクリ１号墳出土土器７（１／３）
後方部西側周濠（溝13  24Ｖ･Ｗ～25Ｖ･Ｗ地区） 69～82土器溜まり暗灰褐色土
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図71 メクリ１号墳出土土器８（１／３）
後方部西側周濠（溝13  24Ｖ･Ｗ～25Ｖ･Ｗ地区） 83～103土器溜まり暗灰褐色土
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図72 メクリ１号墳出土土器９（１／３）
後方部西側周濠（溝13  24Ｖ･Ｗ～25Ｖ･Ｗ地区） 104～112土器溜まり暗灰褐色土 113～118暗灰色粘質土
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図73 メクリ１号墳出土土器10（１／３）
クビレ部・前方部西側周濠（溝13 １Ｖ～１Ｙ以南） 119～120暗灰褐色土 121～127暗灰色粘質土
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図74 メクリ１号墳出土土器11（１／３）
クビレ部・前方部西側周濠（溝13 １Ｖ～１Ｙ以南） 128～139暗灰色粘質土
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図75 メクリ１号墳出土土器12（１／３）
クビレ部・前方部西側周濠（溝13 １Ｖ～１Ｙ以南） 140～152暗灰色粘質土 153暗灰色土（粗砂混じり）
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図76 メクリ１号墳出土土器13（１／３）
クビレ部・前方部西側周濠（溝13 １Ｖ～１Ｙ以南） 154～157黒褐色粘土　前方部前面周濠 158淡黄灰褐色粘質土 150～161暗灰褐色粘質土
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図77 メクリ１号墳出土土器14（１／３）
前方部前面周濠　162～173暗灰褐色粘質土 174～176暗灰色粘質土



る古い要素が認められる一方、168・169の低脚高坏や170・171の器台などには比較的新しい要素も認

められるため、下層土器群の年代については庄内２式期頃かと考えておきたい。

なお、出土した層位は判然としないものの、174から182に示した土器群はその様相から先の下層埋

土土器群の年代観に近いものと考えているが器種のバリエーションが少なく、細かな時期の特定は不

可能なものであった。

以上、メクリ１号墳周濠出土土器を概観してきたが第23次調査部分では周濠下層堆積層からは庄内

式期、上層堆積層下部～下層堆積層上面からは庄内３式期、上層堆積層からは庄内式期に属する土器

群の出土が確認されている。

これに対して、第47次調査出土土器はその多くが記録上、上・下層の所属層位が明確にされていな

いものの、各地点において取り上げられた土器群は大きく分けて暗灰色粘質土・暗灰褐色土（粘質土）

の２層に属するものが殆どであることが判明している。先にみてきたように、このうち暗灰色粘質土

からの出土とされる土器群はいずれの地点においても布留式期に入ってから、或いは布留０式期のも

のと判断されることから、第23次調査区の成果と照らし合わせると周濠の上層堆積土からの出土であ

ると判断することができよう。

一方、暗灰褐色土出土とされる土器群は基本的には布留式土器を含まない段階、或いは庄内３式期

と判断されることから、これらは第23次調査で検出されている上層堆積層下部から下層堆積層上面出

土の遺物に対応するものと考えられる。

この他、前方部前面出土の土器群のうち図76・77の159～173は先の検討から周濠下層堆積からの出

土と認定されるものである。所属時期は庄内２式期に遡る可能性があり、本古墳出土土器の中では最

も古いものであり、これらの土器群は第47次調査後方部西側周濠底部出土土器（図66－35～40）など

とともにメクリ１号墳の築造時期を示唆するものとして注目されるものである。
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図78 メクリ１号墳出土土器15（１／３）
前方部前面周濠　177～182暗灰色粘質土
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図79 メクリ１号墳出土砥石（１／４）
クビレ部・前方部西側周濠（溝13 １Ｖ～１Ｙ以南） １～４黒褐色粘土
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図80 メクリ１号墳出土砥石・摺石（５～７は１／２、８・９は１／４）
クビレ部・前方部西側周濠（溝13 １Ｖ～１Ｙ以南） ５・６黒褐色粘土７～９暗灰色粘質土



（３）石製品（図79～81・図版82）

石製品は図79～81に示した10点が出土してい

る。出土した石製品は６が摺石と考えられる他

は全てが砥石であった。このうち１～６はクビ

レ部西側で設定された土層観察用のセクション

付近から出土したもので、出土層位は図50上段

ｄ－ｄ'周濠断面図④層の黒褐色粘土層に属する

ものである。７～９の出土地点は先の１～６と

ほぼ同じだが層位的には暗灰色粘質土からの出

土であり、１～６よりは層位的には若干上位に

位置づけられるものと考えている。10は前方部

前面の周濠下層堆積から出土したもので、図50

中段のｅ－ｅ'周濠断面図⑰層の暗灰褐色粘質土

に属するものである。砥石はすべての個体が端部を破損、或いは中央部分で破断しており正確な大き

さは不明だが中には１のように全長37㎝を超えるものも含まれている。他の個体についても個々の破

片が非常に大きく、集落域において出土する砥石のサイズを凌駕するものが多く、研磨痕跡からは大

型の鉄製品を砥いだものと考えられる。摺石は径5.7㎝のやや歪な円形を呈し、石材の表面は極端に

滑らかなものでは無いが全体的には使用による弱い磨滅痕の確認できるものであった。

なお、石材の材質については奥田尚氏に実物を鑑定して頂いた。奥田氏の御教示によると図79・80

の１～５・８・９の砥石は細粒～中粒の違いはあるもののいずれもが春日山付近に分布する砂岩との

ことで、７の砥石は耳成山に分布する流紋岩、図81－10の砥石は細粒変輝緑岩、図80－６の摺石は流

紋岩質溶結凝灰岩（室生火山岩）が使用されているが、図80－６は初瀬川に流れ込んだ石材を採集し

て使用した可能性が高いとのことである。

これらの遺物のうち、前方部西側で出土したものの所属時期については出土遺物の項目において先

述したように黒褐色粘土層からの出土土器が布留０式期のものと判断されていることから共伴する砥

石・摺石もこの頃に周濠に入ったものと考えており、やや上位に位置する暗灰色粘質土出土の砥石も

ほぼ同じ時期と考えている。一方、前方部前面出土の10は先に報告した周濠下層堆積からの土器群と

共伴するものであり、所属時期も庄内２式期の可能性が考えられる。

なお、これらの遺物は１～９が周濠上層堆積層に所属することから集落部分で使用されていたもの

が周濠へと投棄されたとみられるもので古墳に直接伴うものとは考えていない。10については前方部

前面周濠出土の土器群が古墳の築造とはあまり時間をおかずに周濠に入った可能性を考えていること

から砥石も同じ段階のものと思われるが、古墳に直接伴うものか否かは不明と言わざるを得ない。

いずれにせよメクリ１号墳の周辺において大型の鉄製品を砥ぐという行為が行われていたのは間違

いがなく、これに使用された大型砥石が数多く出土したことは注目すべき事柄であろう。
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図81 メクリ１号墳前方部前面周濠出土砥石（１／２）



７．築造時期

メクリ１号墳からは豊富な遺物の出土があったものの、築造時期を限定するのは非常に困難な状況

にある。出土状況が明らかな遺物の中では後方部西側の第23次調査地点を中心として出土した庄内３

式期に属する多くの土器群があるがこれらは周濠下層堆積層上面に位置するものであり、これらの資

料だけでは古墳の築造時期は庄内３式期を含めてそれ以前としか言えない状況である。

周濠内下層や底部からの出土とされる遺物には第47次調査後方部西側周濠底部出土土器（図66－35

～40）、第47次調査前方部前面周濠内⑰層出土土器（図76－159～図77－173）などがある。このうち

第47次調査後方部西側周濠底部出土土器（図66－35～40）は庄内式期におさまるものだが、遺物の量

的な問題から厳密な時期を絞り込むのは困難である。強いて言えば庄内式期でも２～３式頃に属する

ものではないかと考えるが確実ではない。

一方、第47次調査前方部前面周濠内⑰層出土の土器（図76－159～図77－173）は内容的には高坏な

どには庄内１式期に遡るかとみられる古い様相が認められるものの、中空器台や高坏の一部にはやや

時期が下るとみられる新しい要素も認められる資料であり、所属時期は庄内２式期と判断しているこ

とからこれらの土器群はメクリ１号墳出土土器中では最も古い様相を持つ一群と言える。

これら前方部前面出土土器を積極的に評価するとメクリ１号墳の築造年代は庄内２式期と考えるこ

とが妥当と考えるが、前方部前面にしか確実な該期の遺物の集中が認められないことや、前方部前面

出土の土器群と他の地点で出土した土器群とは様相が大きくかけ離れていることなどからは以下の３

つの状況を想定することにより築造時期が下る可能性も残るものと考える。

Ⅰ．偶然古い様相を持つ資料だけがかたまって出土した可能性。

Ⅱ．前方部前面という特別な地点において故意に古い様相の土器群を用いて供献が行われた可能性。

Ⅲ．前方後方墳という墳形から被葬者に大和以外の地域出身者が葬られていた場合、古い様相を持っ

た土器を使用する地域のものを主として土器群の供献が行われた可能性。（前方部前面出土土器

のうち図76～78－160・161・170・173・174～178・180・181はよく似通った暗く黄色みの強い非

在地系の胎土が用いられている。）

いずれの可能性もあまり高いものとは考えにくいが、それぞれの可能性が皆無とは言えない状況に

あることからここではメクリ１号墳の築造年代については断定を避け、庄内２式期と庄内３期の双方

の時期にその可能性があることを明記しておくこととしたい。
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２）財団法人日本色彩研究所監修『標準色カード230』編・発行　日本色研事業株式会社\ 1988

３）橋本輝彦 「第７節　桜井市域出土の木鏃・銅鏃について」『奈良県桜井市 平成８年度国庫補助事業による発掘調査報告書』

桜井市教育委員会　1997

４）萩原儀征「Ⅱ Ａ調査地」『纒向遺跡－昭和54年度遺跡範囲確認発掘調査概報－』桜井市教育委員会　1980

５）橋本裕行・南部裕樹「勝山古墳第４次（纒向遺跡第122次）発掘調査概要」『奈良県遺跡調査概報2000年度』奈良県立橿原考

古学研究所　2001
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第４章　まとめ

（１）メクリ１号墳の築造規格とその構造

今回の調査により確認されたメクリ１号墳の存在は前方後円墳誕生の地とされる纒向遺跡におい

て、小規模ながらも東日本地域を代表する墓制ともいえる前方後方墳が纒向遺跡の中に築かれていた

ことを示すものであり、ヤマト王権と東日本の関係を探る上で重要な資料となろう。

墳丘の築造規格についても注意すべきである。メクリ１号墳の墳丘は東部分の検出状況に問題はあ

ったものの、幾つかの手掛りによりほぼその全容を知ることができた。今一度その墳丘規模を確認し

ておくと全長は28ｍを測り、後方部は北・東・西の３辺が直線的に延びるのに対して南辺は東西のコ

ーナー部からクビレ部へと向いつつ前方部側へと若干張り出している。コーナー部間の規模は後方部

の南北長が18.7ｍであるのに対し、クビレ部では南北長19.2ｍと50㎝長くなっている。後方部の東西

長は20ｍと南北長に比べて若干東西長が長いものの本来は正方形を志向したものと考えられ、前方部

はクビレ部からの長さで8.8ｍ、後方部の南辺両コーナーを結ぶラインと墳丘中軸線との接点からの

長さは9.3ｍを測る。

以上の状況からメクリ１号墳の築造は後方部長18.7ｍ、後方部幅20ｍ、前方部長9.3ｍの規模に築造

されたものであることが解る。これは後方部長に対して前方部長が二分の一となる纒向型前方後円墳

の規格と全く一致するものであり、メクリ１号墳の築造規格は纒向型前方後円墳の築造規格を使用し

て築造されたものと考える。

なお、上記の所見に基づいてメクリ１号墳の墳丘プランの復元を試みたのが図82である。これには

検出された古墳の墳丘図に推定される本来の墳丘プランを朱線で表しているがこの復元プランではメ

クリ１号墳は他の纒向型前方後円墳に比べて前方部の開きが直線的であることが一つの特徴と言え

る。これは前方部の開きを決定する前方部側線の設計上の交点が纒向遺跡の纒向型前方後円墳では後

円部の中心に位置するのに対し、メクリ１号墳では後方部北辺の中央部にまで延長されていることに

起因するものである。

最後に周濠の様子も整理しておこう。メクリ１号墳の周濠は本来墳丘の周囲を古墳に沿う形で全周

するものであったとみられるもので、その規模は後方部北側で幅2.8ｍ、西側で５ｍ、東側で4.2ｍ、

前方部前面では幅1.5ｍを測るものであった。クビレ部から前方部側面付近の状況はやや複雑で周濠

の外枠のラインは溝28の肩部と重なる形で後方部南西コーナーに対応する付近から前方部前面へと丸

く廻るものであったことが解っているが、この周濠肩部のラインの内側には墳丘の形状に沿って後方

部南西コーナー部からクビレ部の方向へとクランクしていく落ち込みの肩部も検出されており、むし

ろこちらが本来墳丘に対応する周濠の肩部となる可能性が高いと考えられる。

周濠肩部の外側に周濠肩部へと向かうごく緩やかな斜面の存在は纒向石塚古墳の墳丘北或いは東側

周濠部分においても確認されているもので
１）

、他にも削平によって失われた古墳もあると思われること

から纒向遺跡においてはこの時期の古墳の特徴の一つと言えるものかもしれない。
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図82 メクリ１号墳の墳丘規格（1／200）



（２）メクリ地区墳墓群の位置付け

旧纒向小学校用地の発掘調査では前方後方墳１基・方形周溝墓３基・木棺墓４基・土器棺墓２基が

検出され、ここに報告を行うことができた。箸墓古墳が築造される以前の３世紀代の纒向遺跡におい

ては前方後円墳と方形周溝墓・木棺墓・土器棺墓が遺跡内に散在することが判明しており、墳墓には

大型墳墓と小型墳墓の２者が存在することが確認されていたが、ここに報告したメクリ１号墳の存在

はこの間を埋めるものとして重要な資料となる。

纒向遺跡における過去の調査事例から具体例を挙げれば100ｍ前後の規模を誇る纒向石塚古墳や勝

山古墳・東田大塚古墳・矢塚古墳・ホケノ山古墳などの大型の前方後円墳の下に全長28ｍのメクリ１

号墳が、さらにその下には方形周溝墓・木棺墓・土壙墓・土器棺墓が続くという形がみてとれる。こ

の中でメクリ１号墳は全長が28ｍと他の纒向型前方後円墳の１／４弱の規模しか持たないことや、前

方後方形という纒向遺跡内においては特異な墳丘形状を具備することはこの古墳に葬られた被葬者の

階層や出自を示すものと理解できる。

こういった視点に立てば旧纒向小学校用地内の墳墓群はヤマト王権の本拠地と目される纒向遺跡内

の首長層の階層性を示すものとして極めて重要な位置を占めるものといえるが、私見では中型の墳墓

の存在はメクリ１号墳１基ではなく、第51次調査で確認されている南飛塚古墳
　２）

などもその候補と考

えており、最終的にはむしろ大型の墳墓よりもその数は多くなる可能性があると想定しているし、墳

丘の形状も一様ではない可能性を考えている。

纒向遺跡の調査は一部の事例を除いては極めて小規模な調査が殆どであり、調査区内に古墳の一部

があたったとしてもこれを古墳と確認することは困難なケースが多い。これについては今後の調査の

進捗の中で新たな類例が確認されていくことを期待しつつ筆を置くこととしたい。

【註記】

１）丹羽恵二「第３節　纒向遺跡第144次(纒向遺跡第９次調査)概要報告」『桜井市平成17年度国庫補助による発掘調査報告書』

桜井市教育委員会2006

２）橋詰清孝『纒向遺跡南飛塚地区発掘調査概報』桜井市教育委員会1987
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あとがき

いつものことになってきましたが調査の着手から30年、終了から22年もの時間を経て調査担当者不

在・調査時の様子を知る者不在の状況下でまたしても編集者が報告書の作成を担当することとなり、

旧纒向小学校用地で実施された纒向遺跡の調査における古墳時代前期の墳墓群についての報告書を刊

行する運びとなりました。

実のところ、本報告書の刊行は文化財課内で計画されていた調査報告書の刊行スケジュールには本

来含まれていなかったもので、矢塚古墳・勝山古墳・東田大塚古墳の「国指定史跡 纒向古墳群」へ

の追加指定を検討するにあたり、メクリ１号墳と周辺に展開する方形周溝墓などの小規模な墳墓群も

ヤマト王権内部における墳墓の階層性を示す良好な資料であるから追加指定の候補として考えてはど

うかとのアドバイスを禰宜田佳男氏と西藤清秀氏から頂いたことを受けて急遽報告書の作成に着手し

たものであります。

しかしながら、本文にも記載しましたように旧纒向小学校用地の調査は過去に実施された纒向遺跡

の調査の中でも最大級の調査面積を誇るもので、出土遺物の量もずば抜けて多いものです。一連の調

査で検出された遺構は今回報告した墳墓群以外にも重要な遺構が多く、本来はすべての遺構・遺物を

網羅した報告書の刊行が望ましいのは言を待ちませんが、実質１年という非常に短い整理期間で報告

書を刊行するためには本報告を「墳墓編」として集落遺構から切り離す結果となってしまいました。

また、報告の内容についても遺構の詳細な検討や遺物の分析など、実行すべき多くの作業を割愛せ

ざるを得ませんでしたし、出土遺物のうち木製品などは多くのものが調査終了後の長い年月の中で保

存処理が行われることなく失われてしまったようで、今回の整理作業では所在が確認できずその殆ど

を報告することができなかったことが悔やまれます。

ともあれ、「墳墓編」が刊行された今、編集者に課された次の仕事は「集落編」の刊行と考えてい

ます。業務に忙殺される現状に加え、膨大な遺物量を考えると他日を約する自信は全くありませんが、

歩みを止めることなく目標に向かって進み続けたいと思います。

最後になりましたが今回の報告書の作成に際しても多くの方々の御指導・御協力がありました。本

報告書刊行のきっかけを作って下さった禰宜田佳男・西藤清秀両氏のほか、今回の報告に限らず日々

の纒向遺跡の調査・研究全般にわたって種々の御指導を頂いている、石野博信先生・寺沢薫氏・関川

尚功氏、方形周溝墓及びメクリ１号墳出土の砥石・木鏃の材質を鑑定していただいた奥田尚・金原正

明先生、調査内容に関して御教示頂いた萩原儀征氏・木場幸弘氏、そして報告書の作成担当でありな

がら業務に追われ作業に専従できない編集者にかわって遺物整理の指揮・監督から一部の実測図の作

成、図版作成のすべてを引き受けた上、休日出勤はもとより業務の枠を超えて連日の深夜に及ぶ作業

に従事して頂いた橋爪朝子さん。彼女の尽力が無ければ本書の刊行は不可能なものでした。皆様に記

して御礼申し上げます。 （平成21年３月 編集者記す）
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───メクリ地区における古墳時代前期墳墓群の調査───

図版編





纒向遺跡全景（北西より）

調査地と周辺の様子（第31次調査時撮影）
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第23次調査調査区全景（東から）

第23次調査調査区全景（南東から）
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第27次調査調査区全景（南東から）

第27次調査調査区全景（西から）
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第31次調査調査区全景（南から）

第31次調査第２トレンチ全景（東から）
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第48次調査調査区全景（南から）

第48次調査調査区全景（上が南）
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第27次調査第１トレンチ全景（西から）
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第 23 次 調 査 第 １ ト レ ン チ 全 景 （ 東 か ら ）



第31次調査第２トレンチ全景（西から）

第47次調査調査区全景（西から）
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第47次調査調査区全景（北から）

第48次調査調査区全景（東から）
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土器棺墓１土器棺検出状況（北から）

土器棺墓１棺蓋取り上げ後の様子（北から）
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土器棺墓１完掘状況（北から）

土器棺墓１と周辺の遺構（北から）
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土器棺墓２土器棺検出状況（東から）

土器棺墓２完掘状況（東から）
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木棺墓１棺蓋上埋土の様子（北から）

木棺墓１棺蓋上土層断面ａ－ａ'（東から）
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木棺墓１ｂ－ｂ'西半棺蓋上埋土堆積状況（南から）

木棺墓１ｂ－ｂ'東半棺蓋上埋土堆積状況（南から）
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木棺墓１棺蓋検出状況（北から）
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木 棺 墓 １ 棺 蓋 検 出 状 況 （ 東 か ら ）



木棺墓１木棺北東隅細部（南西から）

木棺墓１木棺南東隅細部（北西から）
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木棺墓１棺内埋土除去後の様子（南から）
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木 棺 墓 １ 棺 内 埋 土 除 去 後 の 様 子 （ 東 か ら ）



木棺墓２検出状況（南西から）

木棺墓２調査区北壁にかかる木棺墓断面（南から）
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木棺墓２棺内調査の状況（東から）

木棺墓２ａ－ａ'棺蓋上埋土堆積状況（南西から）
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木棺墓２ｂ－ｂ'北側小口板付近墓壙内断面（南東から）

木棺墓２棺蓋検出状況（南東から）
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木 棺 墓 ２ 棺 蓋 検 出 状 況 （ 南 西 か ら ）

木 棺 墓 ２ 棺 内 埋 土 除 去 後 の 様 子 （ 南 西 か ら ）



木棺墓２棺内埋土除去後の様子（南東から）

木棺墓２木棺北側小口部（西から）
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木棺墓２木棺南側小口部（北から）

木棺墓２ｂ－ｂ'北側小口部断ち割り（東から）
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木棺墓２ｅ－ｅ'東側板断ち割り（北から）

木棺墓２ａ－ａ'西側板断ち割り（南から）
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木棺墓２ｂ－ｂ'南側小口部断ち割り（東から）

木棺墓３検出状況（北から）
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木棺墓３棺内埋土の調査状況（北から）

木棺墓３墓壙埋土及び棺内埋土の調査状況（北から）
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木棺墓３墓壙埋土及び棺内埋土除去後の様子（北から）
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木 棺 墓 ３ 墓 壙 埋 土 及 び 棺 内 埋 土 堆 積 状 況 （ 西 か ら ）



木棺墓４墓壙上面土器溜り（北東から）

木棺墓４墓壙内土層断面（南西から）
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木 棺 墓 ４ 第 １ 層 除 去 後 の 様 子 （ 南 東 か ら ）

木 棺 墓 ４ 墓 壙 内 土 器 出 土 状 況 （ 南 東 か ら ）



方形周溝墓１遺物出土状況（北東から）

方形周溝墓１木製品出土状況（北西から）
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方形周溝墓１土器出土状況（北から）
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方 形 周 溝 墓 １ 墳 丘 内 土 坑 検 出 状 況 （ 南 東 か ら ）



方形周溝墓１墳丘内ｆ－ｆ'土坑埋土（南西から）

ｄ－ｄ'、ｅ－ｅ'
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方 形 周 溝 墓 １ 墳 丘 内 土 坑 埋 土 （ 北 西 か ら ）



方形周溝墓１ｂ－ｂ'周溝内堆積状況（南西から）

方形周溝墓１ｃ－ｃ'周溝内堆積状況（南東から）
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方形周溝墓１完掘状況（北西から）

方形周溝墓１と周辺の遺構（北から）
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方形周溝墓２・３遺物出土状況（南東から）

方形周溝墓２・３遺物出土状況（北西から）
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方形周溝墓２溝24土器出土状況（北西から）

方形周溝墓２溝24ａ－ａ'周溝内堆積状況（南から）
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方形周溝墓２断面ｂ－ｂ'溝24と溝28南溝の切り合い関係（西から）

方形周溝墓２・３断面ｅ－ｅ'方形周溝墓とメクリ１号墳の切り合い関係（北西から）
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方形周溝墓３溝25ｃ－ｃ'周溝内堆積状況（南西から）
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方 形 周 溝 墓 ３ 溝 25 遺 物 出 土 状 況 （ 東 か ら ）



方形周溝墓３溝25木製品出土状況（北から）

方形周溝墓３溝25木製品出土状況（西から）
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方形周溝墓３溝25遺物出土状況（南東から）

方形周溝墓３溝25下層遺物出土状況（南から）
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方形周溝墓３溝29遺物出土状況（北西から）

方形周溝墓３溝29西半下層遺物出土状況（北から）
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方形周溝墓３溝29ｄ－ｄ'周溝内堆積状況（西から）

方形周溝墓２・３完掘状況（南西から）
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メクリ１号墳後方部北側周濠西半検出状況（南から）

メクリ１号墳後方部北側周濠西半の様子（南から）
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メクリ１号墳後方部北側周濠東端遺物出土状況（西から）

メクリ１号墳後方部北側周濠東端遺物出土状況（北東から）
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メクリ１号墳後方部北側周濠７Ｊ－21Ｂ区管玉状木製品出土状況（南から）

メクリ１号墳後方部北側周濠７Ｊ－21Ｂ区管玉状木製品出土状況（東から）
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メクリ１号墳後方部北側周濠円座状樹皮製品出土状況
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メ ク リ １ 号 墳 後 方 部 北 側 周 濠 東 半 遺 物 出 土 状 況 （ 西 か ら ）



メクリ１号墳後方部北側周濠完掘状況（東から）

メクリ１号墳後方部西側周濠ｂ－ｂ'堆積状況（北から）
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メクリ１号墳後方部西側周濠Ｏ－15地区遺物出土状況（北から）

メクリ１号墳後方部西側周濠Ｏ－15地区遺物出土状況（西から）
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メクリ１号墳後方部西側周濠Ｏ－15地区遺物出土状況（北から）

メクリ１号墳後方部西側周濠Ｏ－15地区遺物出土状況（北から）
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メクリ１号墳後方部西側周濠Ｏ－15地区遺物出土状況（北から）

メクリ１号墳後方部西側周濠Ｏ－15地区完掘状況（北から）
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メクリ１号墳後方部西側周濠ａ－ａ'堆積状況（南から）

メクリ１号墳後方部西側周濠ｃ－ｃ'堆積状況（北から）
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メクリ１号墳後方部西側からクビレ部周濠の遺物出土状況（北東から）

メクリ１号墳後方部西側からクビレ部周濠の遺物出土状況（北西から）
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メクリ１号墳後方部西側周濠土器溜り（東から）

メクリ１号墳後方部西側周濠ｇ－ｇ'堆積状況（北から）
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メクリ１号墳後方部西側周濠完掘状況（北から）

メクリ１号墳後方部東側周濠の様子（東から）
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メクリ１号墳後方部東側周濠の様子（北から）

メクリ１号墳前方部西側周濠ｄ－ｄ'堆積状況（西から）
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メクリ１号墳前方部西側周濠完掘状況（南から）

メクリ１号墳前方部西側周濠完掘状況（西から）
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メ ク リ １ 号 墳 前 方 部 前 面 周 濠 遺 物 出 土 状 況 （ 西 か ら ）

メ ク リ １ 号 墳 前 方 部 前 面 周 濠 遺 物 出 土 状 況 （ 東 か ら ）

前 　 　 方 　 　 部

前 　 　 方 　 　 部



メクリ１号墳前方部前面ｅ－ｅ'遺構切り合い関係（東から）

メクリ１号墳前方部東側足跡検出状況（南から）
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メクリ１号墳完掘状況（南から）

メクリ１号墳より三輪山を仰ぐ（北西から）
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土器棺墓１出土土器　１棺蓋・２棺身（１／３）
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土器棺墓２出土土器（１は１／２，２は１／４）
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方形周溝墓１出土土器１（１／２，１は１／３）
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木棺墓１出土土器（１／２）

木棺墓４出土土器（１／２）



方形周溝墓２出土土器１（１／３，３・５・６は１／２）
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方形周溝墓１出土土器２（１／２）



方形周溝墓２出土土器２（１／３）
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方形周溝墓３溝25出土土器１（１／３）
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方形周溝墓３溝29出土土器１（１／３，38・39は１／２）
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方形周溝墓３溝25出土土器２（１／３，36は１／２）



方形周溝墓３溝29出土土器２（１／３）
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方形周溝墓３溝29出土土器３（１／３）
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メクリ１号墳出土土器１（１／３）
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方形周溝墓３溝29出土土器４（１／３）



メクリ１号墳出土土器２（１／３）
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メクリ１号墳出土土器３（１／３）

図
版
70

纒
向
遺
跡
メ
ク
リ
地
区

22

25 26

24

27

28

35

40

36

343332

393837

30

3129

23



メクリ１号墳出土土器４（１／３）
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メクリ１号墳出土土器５（１／３）
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メクリ１号墳出土土器６（１／３）
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メクリ１号墳出土土器７（１／３）
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メクリ１号墳出土土器８（１／３）

図
版
75

纒
向
遺
跡
メ
ク
リ
地
区

85

86

89

88

93

94

95

101 102 103

99 100

98

96 97

9291

90

87



メクリ１号墳出土土器９（１／３）
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メクリ１号墳出土土器10（１／３）
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メクリ１号墳出土土器11（１／３）
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メクリ１号墳出土土器12（１／３）
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メクリ１号墳出土土器13（１／３）
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メクリ１号墳出土木製品（１／１）
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メクリ１号墳出土土器14（１／３）
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メクリ地区出土石製品（１／３）１方形周溝墓３溝29 １～10メクリ１号墳
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